『嫁威谷物語』考 : 『二十四輩順拝図会』との比較を中心に by 膽吹, 覚
は
じ
め
に
福
井
県
あ
わ
ら
市
金
津
町
山
十
楽
に
嫁
威
谷
と
い
う
地
名
が
あ
る
。『
嫁
威
谷
物
語
』
は
こ
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
与
惣
治
一
家
と
蓮
如
上
人
と
の
逸
話
を
説
い
た
仏
教
説
話
で
あ
る
。
刊
行
は
江
戸
末
期
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）、
作
者
は
京
都
、
真
宗
仏
光
寺
派
大
行
寺
の
開
基
、
信
暁
（
正
定
閣
と
号
す
る
）
①
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
に
於
け
る
『
嫁
威
谷
物
語
』
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
筆
者
架
蔵
本
（
弘
化
四
年
版
）
に
拠
る
。
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
梗
概
を
記
す
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
越
前
国
の
二
の
股
に
、
百
姓
の
与
惣
治
が
そ
の
老
母
と
妻
と
の
三
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。
当
時
、
吉
崎
山
に
は
本
願
寺
の
蓮
如
が
、
京
都
の
騒
乱
を
逃
れ
て
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
そ
の
山
麓
に
吉
崎
御
坊
を
建
立
し
て
、
真
宗
の
布
教
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
蓮
如
は
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
か
ら
数
え
て
第
八
世
に
あ
た
る
人
で
あ
る
。
与
惣
治
と
妻
は
蓮
如
に
帰
依
し
、
吉
崎
御
坊
に
足
し
げ
く
通
い
、
蓮
如
の
教
化
を
受
け
て
い
た
。
与
惣
治
の
老
母
は
し
か
し
、
邪
見
な
人
で
あ
っ
た
の
で
、
息
子
夫
婦
が
蓮
如
に
帰
依
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
夫
婦
の
吉
崎
参
り
を
断
念
さ
せ
よ
う
と
、
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
二
月
二
十
日
の
夜
、
兼
ね
て
か
ら
の
奸
計
を
遂
に
実
行
に
移
す
。
こ
の
夜
、
与
惣
治
は
所
用
が
あ
っ
て
不
在
で
あ
っ
た
の
で
、
妻
一
人
が
吉
崎
に
参
詣
し
た
。
老
母
は
嫁
が
御
坊
か
ら
の
帰
り
道
に
待
ち
伏
せ
て
威
か
せ
ば
、
気
の
弱
い
嫁
は
二
度
と
吉
崎
へ
は
参
詣
し
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
御
坊
か
ら
の
帰
路
に
あ
た
る
産
土
神
の
祠
に
祀
っ
て
あ
る
鬼
女
の
面
を
被
り
、
白
帷
子
に
着
替
え
て
、
祠
の
後
ろ
の
竹
藪
に
身
を
潜
め
、
嫁
が
そ
の
前
を
通
る
の
を
今
か
今
か
と
待
ち
構
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
奸
計
な
ど
露
ほ
ど
も
知
ら
ぬ
嫁
は
、
一
人
で
祠
の
前
に
さ
し
か
か
る
。
老
母
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
竹
藪
よ
り
飛
び
出
し
て
嫁
を
威
か
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
着
物
が
茨
に
引
っ
掛
か
り
、
機
を
逸
し
て
し
ま
う
。
竹
藪
で
一
人
悔
し
が
る
老
母
で
あ
る
が
、
そ
の
被
っ
て
い
た
面
を
外
そ
う
と
し
た
時
、
ど
う
し
た
こ
と
か
そ
の
面
が
老
母
の
顔
か
ら
離
れ
な
い
。
愕
然
と
立
ち
す
く
む
老
母
。
そ
の
姿
は
正
し
く
鬼
女
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
無
事
に
家
に
た
ど
り
着
い
た
嫁
は
老
母
の
不
在
を
怪
し
み
、
帰
宅
し
た
夫
と
と
も
に
老
母
を
探
し
歩
く
。
す
る
と
、
今
来
た
道
の
産
土
神
の
祠
の
奥
の
竹
藪
か
ら
老
母
の
声
が
す
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
の
姿
は
恐
ろ
し
い
鬼
女
で
あ
っ
た
。
老
母
は
涙
を
流
し
て
、
与
惣
治
夫
婦
に
『
嫁
威
谷
物
語
』
考
―
―
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
と
の
比
較
を
中
心
に
―
―
膽
吹
覚
―１―
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
懺
悔
す
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
夫
婦
は
、
老
母
を
伴
っ
て
吉
崎
の
蓮
如
を
訪
ね
る
。
蓮
如
は
老
母
の
懺
悔
を
聞
き
、
老
母
に
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
を
説
く
。
蓮
如
の
教
化
に
よ
っ
て
仏
縁
を
得
た
老
母
が「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
と
、
あ
ら
不
思
議
や
、
鬼
女
の
面
が
は
ら
り
と
落
ち
、
も
と
の
老
母
の
姿
に
戻
っ
た
。
与
惣
治
一
家
は
こ
れ
を
喜
び
、
ま
す
ま
す
蓮
如
に
帰
依
し
、
真
宗
の
教
え
を
守
り
、
国
法
を
重
ん
じ
、
奢
侈
を
慎
み
、
家
業
の
農
作
に
励
ん
だ
の
で
、
次
第
に
家
は
栄
え
、
有
徳
の
身
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
村
の
人
び
と
は
与
惣
治
一
家
の
行
な
い
を
讃
え
て
、老
母
が
隠
れ
た
竹
藪
の
辺
を「
嫁
威
谷
」
と
名
づ
け
、
ま
た
、
老
母
が
被
っ
て
い
た
面
を
大
切
に
保
管
し
た
と
い
う
。藤
島
秀
隆
氏
の
研
究
に
拠
る
と
、
嫁
威
谷
の
伝
承
は
次
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
②
分
類
で
き
る
と
い
う
。

夫
婦
と
も
に
健
在
で
、
老
母
は
吉
崎
へ
行
く
途
中
の
道
で
嫁
を
威
か
す
タ
イ
プ
。
こ
の
タ
イ
プ
に
は
左
記
の
四
点
が
あ
る
。
①
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
収
載
「
嫁
ヲ
ド
シ
谷
」（
文
化
年
間
後
期
③
以
後
の
成
立
か
）
②
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
前
編
第
二
巻
「
吉
崎
山
」（
享
和
三
年
〔
一
八
〇
三
〕
刊
）
③
『
嫁
威
谷
物
語
』（
弘
化
四
年
〔
一
八
四
七
〕
刊
）
④
西
念
寺
蔵
版
『
嫁
威
肉
附
之
面
由
来
』
収
載
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
（
明
治
時
代
の
刊
行
か
）

夫
及
び
子
供
が
死
ん
で
嫁
が
残
り
、
老
母
は
吉
崎
へ
行
く
途
中
の
道
で
嫁
を
威
か
す
タ
イ
プ
。
こ
の
タ
イ
プ
に
は
次
の
二
点
が
あ
る
。
①
願
慶
寺
蔵
版
『
嫁
威
肉
附
面
略
縁
起
』（
刊
年
未
詳
）
②
『
浄
林
寺
縁
起
』（
成
立
年
未
詳
）
本
稿
で
は

の
タ
イ
プ
に
於
い
て
、『
嫁
威
谷
物
語
』
刊
行
以
前
の
成
立
で
あ
る
①
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
収
載
「
嫁
ヲ
ド
シ
谷
」
と
②
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
前
編
第
二
巻
「
吉
崎
山
」
の
二
つ
の
地
誌
書
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
二
つ
の
地
誌
書
か
ら
『
嫁
威
谷
物
語
』
へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
述
し
て
み
た
い
。
な
お
、
明
治
時
代
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
④
『
嫁
威
肉
附
之
面
由
来
』
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
に
参
考
と
し
て
掌
編
を
記
し
た
の
で
、
そ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。１
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
と
『
嫁
威
谷
物
語
』
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
の
伝
本
は
、
私
が
調
査
し
た
範
囲
で
は
、
福
井
大
学
総
合
図
書
館
高
島
文
庫
と
福
井
県
越
前
市
立
中
央
図
書
館
庭
本
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
写
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
庭
本
文
庫
本
は
し
か
し
、
高
島
文
庫
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の
伝
本
は
極
め
て
稀
で
、
そ
の
流
布
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
高
島
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
述
べ
る
。
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』「
坂
井
郡
」
収
載
「
嫁
ヲ
ド
シ
谷
」
の
全
文
を
左
に
引
用
す
る
。
嫁
ヲ
ド
シ
谷
柿
原
ト
立
花
ノ
間
往
還
ニ
ア
リ
、
吉
崎
蓮
如
上
人
御
在
ノ
時
、
金
津
ノ
百
姓
ニ
与
三
次
ト
云
モ
ノ
、
夫
婦
共
ニ
吉
崎
上
人
ノ
化
導
ニ
ヨ
ツ
テ
無
二
ノ
信
者
ト
ナ
リ
、
参
詣
怠
ル
日
ナ
シ
、
然
ル
ヲ
一
人
ノ
老
母
、
是
ヲ
妬
シ
ク
思
ヒ
、
或
夜
、
鬼
女
ノ
面
ヲ
顏
ニ
着
テ
、
此
谷
ニ
テ
カ
ノ
夫
婦
吉
崎
ノ
帰
リ
待
チ
ケ
ル
ガ
、
与
三
次
ガ
妻
斗
向
ヨ
リ
念
仏
シ
テ
来
リ
ケ
ル
ガ
、
老
母
ハ
今
ヤ
オ
ソ
シ
ト
鬼
ノ
面
ヲ
カ
フ
リ
白
髪
ヲ
乱
シ
云
ヤ
ウ
、
汝
待
テ
、
吾
ハ
白
山
権
現
ノ
御
使
ニ
テ
爰
ニ
来
リ
、
汝
等
夫
婦
、
蓮
如
ノ
―２―
タ
ラ
シ
坊
主
ニ
ダ
マ
サ
レ
、
野
作
ヲ
カ
マ
ハ
ズ
、
一
人
ノ
老
母
ノ
イ
サ
メ
ヲ
カ
マ
ハ
ズ
、
吉
崎
ヘ
終
日
通
フ
事
、
悪
ナ
リ
、
汝
彼
者
共
ヲ
懲
セ
ヨ
ト
告
ヲ
蒙
リ
来
ル
也
ト
云
ハ
ン
ト
セ
シ
カ
、
女
恐
レ
テ
跡
ヲ
モ
見
ス
遁
行
ケ
バ
、
老
母
ハ
兼
テ
ヨ
リ
待
受
ケ
空
シ
ク
ナ
レ
ル
ヲ
悔
イ
、
今
一
人
聟
ヲ
捕
ヘ
ヲ
ド
サ
ン
ト
待
チ
ケ
ル
時
、
鬼
ノ
面
ヲ
ヌ
カ
ン
ト
セ
シ
カ
、
忽
チ
肉
面
ノ
裡
ニ
愈
付
ク
、
自
業
自
得
ノ
鬼
ト
ナ
リ
、
引
ケ
ト
モ
取
レ
ス
、
何
ト
セ
ン
方
泣
ク
声
モ
山
谷
ニ
ヒ
ヾ
キ
テ
恐
シ
キ
有
様
ナ
リ
、
然
ル
ニ
与
三
次
ハ
吉
崎
ノ
御
山
ヨ
リ
皈
ル
ニ
、
此
谷
ニ
老
女
ノ
泣
声
ス
ル
ヲ
不
思
議
ニ
思
ヒ
寄
リ
テ
尋
レ
ハ
、
老
女
ノ
云
ヤ
ウ
、
ア
サ
マ
シ
ヤ
恐
シ
ヤ
、
我
ハ
汝
ガ
母
也
、
夫
婦
ノ
吉
崎
ヘ
参
リ
シ
コ
ト
ヲ
悪
ミ
、
兼
テ
勧
メ
シ
コ
ト
モ
耳
ウ
ル
サ
ク
思
ヒ
テ
、
此
谷
ニ
来
テ
、
鬼
ノ
面
ヲ
カ
フ
リ
、
ヲ
ト
サ
ン
ト
ハ
カ
リ
シ
ニ
、
面
ハ
肉
ノ
愈
ヨ
付
テ
、
生
ナ
ガ
ラ
ノ
鬼
女
ト
ナ
レ
リ
。
佛
ノ
冥
罰
、
今
知
リ
侍
ル
、
セ
メ
テ
ハ
後
生
菩
提
ノ
タ
メ
ニ
爰
ニ
業
ヲ
サ
ラ
サ
ザ
レ
バ
、
末
世
ノ
見
セ
示
ニ
ト
、
ナ
ク


語
リ
ケ
レ
バ
、
与
三
次
モ
泪
ヲ
流
シ
、
此
世
ハ
夫
デ
モ
ス
ム
ベ
シ
、
永
々
未
来
ハ
如
何
シ
玉
ハ
ン
ト
、
弥
陀
超
世
ノ
本
願
ハ
悪
人
済
度
ノ
利
生
方
便
ナ
レ
バ
、
直
ニ
上
人
ニ
謁
シ
奉
リ
御
教
化
ヲ
受
玉
ヘ
ト
、
又
引
カ
ヘ
シ
、
吉
崎
ノ
御
堂
ニ
行
キ
、
上
人
御
化
益
ヲ
蒙
リ
、
直
ニ
聞
法
随
喜
シ
、
悪
念
却
テ
善
ニ
強
シ
、
面
ハ
落
チ
ケ
レ
ト
モ
顏
ハ
肉
ノ
破
レ
ハ
キ
タ
ナ
キ
ヲ
サ
シ
テ
、
御
文
ニ
極
楽
ニ
参
リ
テ
美
シ
キ
佛
ト
ナ
ル
ナ
リ
ト
ア
リ
シ
、
御
文
ハ
此
老
女
ニ
下
サ
レ
シ
ト
云
々
、
此
事
廿
四
輩
順
拝
記
ト
イ
ヘ
ル
書
ニ
見
ヘ
タ
リ
、
右
の
文
章
に
拠
る
と
、
こ
の
記
事
は
「
廿
四
輩
順
拝
記
」
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
。
こ
の
「
廿
四
輩
順
拝
記
」
は
紅
玉
堂
楓
司
著
『
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
廿
四
拝
巡
拝
記
』（
宝
暦
十
年
版
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
た
が
、『
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
廿
四
拝
巡
拝
記
』（
宝
暦
十
年
版
）
に
は
、
嫁
威
谷
の
記
事
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
が
「
嫁
ヲ
ド
シ
谷
」
の
出
典
と
し
て
明
記
し
た
「
廿
四
輩
順
拝
記
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
私
に
は
不
明
で
あ
る
。
さ
て
、『
嫁
威
谷
物
語
』
と
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
収
載
「
嫁
ヲ
ド
シ
谷
」
（
以
下
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』）
と
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
相
違
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
で
は
「
与
三
次
」
は
「
金
津
」
の
百
姓
で
あ
る
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
与
惣
治
」
は
「
二
の
股
」
の
百
姓
で
あ
る
。
②
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
で
は
老
母
が
嫁
を
威
し
た
年
月
日
を
特
定
し
て
い
な
い
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
時
は
文
明
四
年
二
月
廿
日
の
こ
と
な
り
し
が
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
③
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
で
は
「
与
三
次
」
夫
婦
は
揃
っ
て
吉
崎
に
参
詣
し
、
そ
の
帰
路
、
夫
よ
り
先
に
帰
っ
た
嫁
だ
け
が
老
母
に
威
か
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、
老
婆
が
嫁
を
威
し
た
一
件
は
、
与
惣
治
が
他
所
へ
出
か
け
た
留
守
中
の
出
来
事
と
さ
れ
て
い
る
。
④
老
母
が
使
用
し
た
鬼
面
に
つ
い
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
産
土
神
の
祠
に
あ
っ
た
も
の
と
す
る
が
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
で
は
そ
れ
に
関
す
る
説
明
が
な
い
。
⑤
鬼
面
を
被
っ
た
老
母
を
発
見
す
る
場
面
が
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
で
は
「
与
三
次
」
が
吉
崎
参
り
の
帰
路
に
老
母
の
泣
き
声
を
聞
い
て
発
見
す
る
の
に
対
し
て
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
先
か
ら
家
に
戻
っ
た
「
与
惣
治
」
夫
婦
が
老
母
の
身
を
案
じ
て
、
嫁
の
吉
崎
か
ら
の
帰
路
を
捜
索
し
て
、
老
母
の
声
を
聞
き
、
そ
の
変
わ
り
果
て
た
姿
を
発
見
す
る
。
⑥
吉
崎
に
参
詣
し
た
老
母
に
向
か
っ
て
蓮
如
が
教
化
す
る
場
面
が
、『
越
前
―３―
国
古
跡
拾
集
記
』
で
は
「
上
人
御
化
益
ヲ
蒙
リ
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
そ
の
教
化
の
具
体
的
な
内
容
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
⑦
老
母
の
顔
か
ら
鬼
面
が
外
れ
た
後
の
顛
末
に
つ
い
て
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
で
は
老
母
が
蓮
如
か
ら
御
文
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、「
与
惣
治
」
一
家
の
そ
の
後
の
繁
栄
が
描
か
れ
、
そ
し
て
、
老
母
が
嫁
を
威
し
た
祠
が
あ
っ
た
辺
り
を
嫁
威
谷
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
地
名
の
由
来
）
が
記
さ
れ
、
更
に
老
母
が
被
っ
た
鬼
面
が
今
も
そ
の
地
に
伝
存
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
右
の
七
つ
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
が
極
め
て
伝
本
が
少
な
く
、
そ
の
流
布
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
こ
と
と
を
併
せ
て
考
え
る
な
ら
ば
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
を
踏
ま
え
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
が
書
か
れ
た
可
能
性
は
低
い
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
２
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
と
『
嫁
威
谷
物
語
』
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
は
真
宗
の
開
山
親
鸞
と
そ
の
高
弟
二
十
四
名
に
所
縁
の
あ
る
名
所
旧
跡
を
精
緻
な
挿
絵
を
入
れ
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
編
五
巻
五
冊
、
後
編
五
巻
五
冊
の
全
十
巻
十
冊
。
前
編
は
江
戸
後
期
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
刊
行
さ
れ
、
後
編
は
そ
の
六
年
後
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
出
版
さ
れ
た
。
越
前
国
は
そ
の
前
編
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
吉
崎
御
坊
、
誠
照
寺
、
毫
摂
寺
、
柘
植
の
旧
跡
な
ど
、
親
鸞
や
蓮
如
に
所
縁
の
寺
院
や
旧
跡
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
考
察
し
て
い
る
嫁
威
谷
の
伝
承
は
前
編
第
二
巻
の
「
吉
崎
山
」
の
項
目
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
前
編
が
出
版
さ
れ
た
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
た
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
四
十
四
年
前
で
あ
る
。
ま
た
、
享
和
三
年
当
時
の
信
暁
は
三
十
歳
で
、
こ
の
年
、
彼
は
生
家
で
あ
る
美
濃
国
不
破
郡
静
里
村
の
長
源
寺
（
大
谷
派
）
を
実
弟
の
本
空
に
譲
り
、
京
都
に
在
っ
て
仏
学
の
研
鑽
に
努
め
て
い
た
。
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
第
二
巻
収
載
「
吉
崎
山
」（
以
下
、『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
と
記
す
）
に
記
さ
れ
た
嫁
威
谷
の
伝
承
の
梗
概
を
記
す
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
於
け
る
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
福
井
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
享
和
三
年
版
）
に
拠
っ
た
。
越
前
国
の
二
の
股
に
、
百
姓
の
与
惣
治
が
そ
の
老
母
と
妻
と
の
三
人
で
暮
ら
し
て
い
た
。
当
時
、
吉
崎
山
に
は
本
願
寺
の
蓮
如
が
、
京
都
の
騒
乱
を
逃
れ
て
こ
の
地
に
移
り
住
み
、
そ
の
山
麓
に
吉
崎
御
坊
を
建
立
し
て
、
真
宗
の
布
教
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
蓮
如
は
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
か
ら
数
え
て
第
八
世
に
あ
た
る
人
で
あ
る
。
与
惣
治
と
妻
は
蓮
如
に
帰
依
し
、
吉
崎
御
坊
に
足
し
げ
く
通
い
、
蓮
如
の
教
化
を
受
け
て
い
た
。
与
惣
治
の
老
母
は
し
か
し
、
邪
見
な
人
で
あ
っ
た
の
で
、
息
子
夫
婦
が
蓮
如
に
帰
依
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
夫
婦
の
吉
崎
参
り
を
断
念
さ
せ
よ
う
と
、
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
三
月
二
十
日
の
夜
、
兼
ね
て
か
ら
の
奸
計
を
遂
に
実
行
に
移
す
。
こ
の
夜
、
与
惣
治
は
所
用
が
あ
っ
て
不
在
で
あ
っ
た
の
で
、
妻
一
人
が
吉
崎
に
参
詣
し
た
。
老
母
は
嫁
が
御
坊
か
ら
の
帰
り
道
に
待
ち
伏
せ
て
威
か
せ
ば
、
気
の
弱
い
嫁
は
二
度
と
吉
崎
へ
は
参
詣
し
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
御
坊
か
ら
の
帰
路
に
あ
た
る
産
土
神
の
祠
に
祀
っ
て
あ
る
鬼
女
の
面
を
被
り
、
白
帷
子
に
着
替
え
て
、
祠
の
後
ろ
の
竹
藪
に
身
を
潜
め
、
嫁
が
そ
の
前
を
通
る
の
を
今
か
今
か
と
待
ち
構
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
奸
計
な
ど
露
ほ
ど
も
知
ら
ぬ
嫁
は
、
一
人
で
祠
の
前
に
さ
し
か
か
る
。
老
母
は
こ
こ
ぞ
と
―４―
ば
か
り
に
竹
藪
よ
り
飛
び
出
し
て
嫁
を
威
か
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
着
物
が
茨
に
引
っ
掛
か
り
、
機
を
逸
し
て
し
ま
う
。
竹
藪
で
一
人
悔
し
が
る
老
母
で
あ
る
が
、
そ
の
被
っ
て
い
た
面
を
外
そ
う
と
し
た
時
、
ど
う
し
た
こ
と
か
そ
の
面
が
老
母
の
顔
か
ら
離
れ
な
い
。
愕
然
と
立
ち
す
く
む
老
母
。
そ
の
姿
は
正
し
く
鬼
女
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
無
事
に
家
に
た
ど
り
着
い
た
嫁
は
老
母
の
不
在
を
怪
し
み
、
帰
宅
し
た
夫
と
と
も
に
老
母
を
探
し
歩
く
。
す
る
と
、
今
来
た
道
の
産
土
神
の
祠
の
奥
の
竹
藪
か
ら
老
母
の
声
が
す
る
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
の
姿
は
恐
ろ
し
い
鬼
女
で
あ
っ
た
。
老
母
は
涙
を
流
し
て
、
与
惣
治
夫
婦
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
懺
悔
し
、
今
回
の
こ
と
は
蓮
如
上
人
の
罰
が
あ
た
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
と
語
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
与
惣
治
夫
婦
は
、
老
母
に
向
か
っ
て
、
「
ど
の
よ
う
な
罪
業
も
懺
悔
す
れ
ば
滅
す
る
と
聞
く
。
こ
れ
か
ら
一
緒
に
蓮
如
上
人
の
ご
勧
化
を
聴
聞
し
に
吉
崎
に
行
こ
う
」
と
説
く
。
そ
れ
を
受
け
て
老
母
は
手
を
合
わ
せ
て
「
親
鸞
聖
人
、
蓮
如
上
人
お
許
し
く
だ
さ
い
。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
と
、
あ
ら
不
思
議
や
、
鬼
女
の
面
が
は
ら
り
と
落
ち
、
も
と
の
老
母
の
姿
に
戻
っ
た
。
喜
ん
だ
親
子
夫
婦
三
人
は
揃
っ
て
吉
崎
の
蓮
如
上
人
を
訪
ね
、
そ
こ
で
老
母
は
改
め
て
上
人
の
前
で
懺
悔
し
、
上
人
か
ら
の
ご
勧
化
を
拝
聴
し
、
御
文
一
章
を
賜
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
後
、
老
母
が
隠
れ
た
竹
藪
の
辺
を
「
嫁
威
谷
」
と
名
づ
け
、
ま
た
、
老
母
が
被
っ
て
い
た
面
も
そ
の
辺
り
に
伝
存
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
梗
概
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
そ
れ
と
大
部
分
で
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
両
書
の
文
章
も
ま
た
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
左
記
の
三
例
を
掲
出
す
る
。
（
例
１
）
吉
崎
御
坊
の
賑
わ
い
を
描
い
た
場
面
●
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
れ
ん
に
よ
と
ち
せ
い
い
ん
し
や
う
い
ち
う
み
だ
う
ざ
う
り
う
蓮
如
上
人
こ
の
土
地
の
清
音
有
を
称
し
給
ひ
、
一
宇
の
御
堂
を
造
立
し
、
て
う
ぼ
け
だ
う
た
う
ご
く
を
よ
か
ゞ
の
と
ゑ
つ
ち
う
朝
暮
に
化
導
ま
し


け
る
に
、当
国
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、加
賀
能
登
越
中
ゑ
ち
ご
そ
の
ほ
か
う
み
や
ま
け
ん
そ
へ
だ
て
ゑ
ん
き
ん
れ
ん
し
け
う
け
越
後
其
外
海
山
険
岨
を
隔
た
る
遠
近
の
国
々
よ
り
、
蓮
師
の
教
化
に
あ
づ
ろ
う
よ
う
な
ん
に
よ
た
つ
と
い
や
う
ち
む
れ
よ
し
ざ
き
か
り
奉
ら
ん
と
、
老
幼
男
女
貴
き
も
賤
し
き
も
打
群
て
、
こ
の
吉
崎
に
さ
ん
け
い
ほ
つ
こ
く
し
ら
ゆ
き
ふ
か
ふ
り
た
に
う
づ
参
詣
す
、
北
国
の
な
ら
ひ
に
て
、
白
雪
い
と
深
く
降
つ
み
て
、
谷
を
埋
み
み
ち
ふ
さ
か
ん
ふ
う
は
だ
さ
く
さ
ら
い
と
こ
と
よ
し
ざ
き
ぐ
ん
路
を
塞
ぎ
、
寒
風
肌
を
割
が
ご
と
き
を
、
更
に
厭
ふ
事
な
く
、
吉
崎
の
群
じ
う
を
び
た
ゞ
だ
う
な
い
さ
ら
ぢ
ち
う
い
あ
ま
か
ん
せ
つ
ざ
ふ
う
う
う
た
集
夥
し
く
堂
内
は
更
也
、
寺
中
に
も
居
余
り
。
寒
雪
に
座
し
風
雨
に
打
け
や
く
と
ふ
わ
が
み
わ
す
ち
う
や
さ
か
い
ぐ
ん
し
う
れ
、
化
益
の
尊
と
き
に
我
身
を
忘
れ
、
昼
夜
の
界
も
な
く
群
集
し
け
る
が
、
ほ
つ
こ
く
し
う
き
ゝ
つ
た
は
ん
ゑ
い
こ
の
こ
ろ
む
ろ
ま
ち
い
に
し
へ
よ
り
北
国
七
州
の
内
に
は
聞
も
伝
へ
ぬ
繁
栄
也
、
此
頃
は
室
町
よ
し
ま
さ
け
う
し
や
り
う
う
ん
す
こ
ぶ
せ
い
じ
あ
ら
ど
み
ん
こ
と
ご
と
義
政
公
驕
奢
に
流
運
し
、
頗
る
政
事
に
荒
み
給
へ
ば
、
上
下
の
土
民
悉
う
ら
ら
う
し
ん
ら
を
の
を
の
い
き
ほ
ほ
ど
や
ま
な
ほ
そ
く
恨
み
、
老
臣
等
各
勢
ひ
を
ほ
し
い
ま
ゝ
に
し
け
る
程
に
、
山
名
細
か
わ
ら
つ
い
そ
う
ら
ん
を
こ
を
う
に
ん
み
だ
川
等
終
に
天
下
の
騒
乱
を
起
し
ぬ
、こ
れ
を
応
仁
の
乱
れ
と
い
へ
り
、か
ゝ
も
の
さ
は
よ
な
か
た
つ
と
も
の
ほ
ふ
し
ん
と
も
が
ら
る
物
騒
が
し
き
世
の
中
な
れ
ば
、
仏
を
尊
む
者
な
く
、
法
を
も
信
ず
る
輩
し
か
れ
ん
し
く
わ
う
と
く
あ
ま
ね
ぐ
ま
い
ち
じ
や
う
ふ
ぢ
よ
な
し
、
然
る
に
蓮
師
の
広
徳
普
く
し
て
、
愚
昧
の
翁
婆
痴
情
の
婦
女
に
い
た
み
だ
せ
い
が
ん
あ
り
が
た
し
ん
ま
い
い
つ
し
ん
せ
ん
し
う
ね
ん
ぶ
つ
ぎ
や
う
至
る
ま
で
、
弥
陀
誓
願
の
有
難
き
を
信
じ
参
ら
せ
、
一
心
専
修
念
仏
の
行
じ
や
そ
く
と
く
わ
う
じ
や
う
く
は
う
ひ
と
へ
た
え
け
う
け
者
と
成
り
、
即
得
往
生
の
果
を
得
る
事
、
偏
に
上
人
の
妙
な
る
御
教
化
ま
こ
と
そ
し
さ
い
ら
い
ち
う
こ
う
か
い
さ
ん
あ
が
た
て
ま
つ
む
べ
に
よ
れ
ば
也
、
誠
に
祖
師
聖
人
の
再
来
、
中
興
開
山
と
崇
め
奉
る
も
宜
也
け
る
、
●
『
嫁
威
谷
物
語
』
こ
ろ
ぶ
ん
め
い
ご
ほ
ん
ざ
ん
だ
い
は
つ
せ
れ
ん
に
よ
し
や
う
に
ん
ほ
つ
こ
く
す
ぢ
ご
か
ん
け
い
お
り
頃
は
文
明
三
年
。
御
本
山
第
八
世
蓮
如
上
人
。
北
国
筋
御
勧
化
の
折
か
こ
の
と
ち
き
よ
き
あ
い
い
ち
う
み
だ
う
こ
ん
り
う
あ
さ
ら
。
此
土
地
の
清
浄
処
を
愛
し
て
。
一
宇
の
御
堂
を
建
立
な
し
給
ひ
。
朝
ゆ
ふ
け
ど
う
と
う
ご
く
お
よ
か
ゞ
の
と
ゑ
つ
ち
う
暮
に
化
導
ま
し


け
る
に
。
当
国
は
い
ふ
に
及
ば
す
。
加
賀
能
登
越
中
ゑ
ち
ご
そ
の
ほ
か
う
み
や
ま
け
ん
そ
へ
だ
て
ゑ
ん
き
ん
く
に
し
や
う
に
ん
ご
け
う
け
越
後
。
其
外
海
山
険
岨
を
隔
け
る
。
遠
近
の
国
々
よ
り
。
上
人
の
御
教
化
お
ひ
も
わ
か
き
も
た
つ
と
き
い
や
し
き
よ
し
さ
き
さ
ん
け
い
に
あ
づ
か
ら
ん
と
。
老
幼
男
女
貴
賤
う
ち
む
れ
て
。
こ
の
吉
嵜
に
参
詣
ほ
つ
こ
く
あ
き
は
る
し
ら
ゆ
き
す
。
も
と
よ
り
北
国
の
な
ら
ひ
に
て
。
秋
よ
り
春
に
い
た
る
ま
で
。
白
雪
ふ
り
た
に
み
ち
ふ
さ
か
ん
ふ
う
て
あ
し
か
ゞ
む
を
り
さ
ら
降
つ
み
て
谷
を
う
づ
み
路
を
塞
ぎ
。
寒
風
手
足
亀
る
折
か
ら
も
。
更
に
―５―
い
と
よ
し
ざ
き
ぐ
ん
さ
ん
ど
う
な
い
さ
ら
じ
ち
う
厭
ふ
け
し
き
な
く
。
吉
嵜
に
群
参
お
び
た
ゞ
し
く
。
堂
内
は
更
な
り
。
寺
中
ゐ
も
ん
ぐ
は
い
み
ち
み
ち
ゆ
き
ざ
あ
め
に
居
あ
ま
り
。
門
外
に
充
満
て
。
雪
に
座
し
雨
に
う
た
れ
な
が
ら
も
。
け
や
く
た
ふ
と
き
わ
が
み
し
ん
し
よ
く
ち
う
や
化
益
の
尊
に
我
身
を
わ
す
れ
。
寝
食
を
だ
に
お
も
は
ず
し
て
。
昼
夜
の
ぐ
ん
じ
う
こ
と
ほ
つ
こ
く
な
ゝ
く
に
き
ゝ
わ
か
ち
な
く
夥
集
な
す
事
。
い
に
し
へ
よ
り
北
国
七
州
に
は
。
聞
も
つ
た
は
ん
じ
や
う
ま
つ
た
し
や
う
に
ん
ご
く
は
う
と
く
ぐ
ま
い
な
ん
に
よ
へ
ざ
る
繁
昌
に
て
。
全
く
上
人
の
御
廣
徳
よ
り
。
愚
昧
な
る
男
女
に
い
み
だ
せ
い
が
ん
あ
り
し
ん
い
つ
し
ん
せ
ん
し
う
ね
ん
ぶ
つ
た
る
ま
で
。
弥
陀
誓
願
の
有
が
た
き
を
信
じ
参
せ
。
一
心
専
修
念
佛
の
ぎ
や
う
じ
や
な
そ
く
と
く
わ
う
じ
や
う
く
は
う
ひ
と
へ
し
や
う
に
ん
た
へ
ご
け
う
け
行
者
と
成
り
。
即
得
往
生
の
果
を
得
る
事
。
偏
に
上
人
の
妙
な
る
御
教
化
と
こ
ろ
げ
に
そ
し
し
や
う
に
ん
ご
さ
い
ら
い
ち
う
こ
う
か
い
さ
ん
あ
が
た
て
ま
つ
に
よ
る
処
。
実
も
祖
師
聖
人
の
御
再
来
。
中
興
開
山
と
崇
め
奉
る
も
こ
と
は
り
な
り
け
り
。
（
例
２
）
老
母
が
鬼
面
を
付
け
て
嫁
を
待
ち
伏
せ
る
場
面
●
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
こ
ろ
ぶ
ん
め
い
し
よ
よ
う
き
の
ふ
頃
は
文
明
四
年
三
月
二
十
日
の
事
也
し
と
か
や
、
与
惣
次
所
要
有
て
昨
日
い
へ
つ
ま
く
れ
こ
ろ
よ
し
ざ
き
ま
い
よ
り
出
て
家
に
あ
ら
ず
、
妻
は
暮
頃
よ
り
い
つ
も
の
ご
と
く
吉
崎
へ
参
り
ら
う
ぼ
み
こ
よ
ひ
よ
め
ひ
と
り
い
き
か
へ
み
ち
ま
ち
た
り
、
老
母
是
を
看
て
、
今
宵
こ
そ
家
婦
一
人
行
た
れ
ば
、
帰
る
道
に
待
を
ど
ろ
か
よ
し
ざ
き
ま
い
こ
ら
し
よ
か
う
こ
ろ
う
け
、
い
た
く
驚
し
て
吉
崎
参
り
を
懲
さ
ん
も
の
を
と
、
初
更
の
頃
よ
り
わ
が
や
た
ち
い
で
う
ぶ
す
な
や
し
ろ
を
さ
め
き
ぢ
よ
め
ん
う
ば
ひ
と
つ
か
ほ
を
し
あ
て
我
家
を
立
出
、
産
土
神
の
社
に
納
有
し
鬼
女
の
面
を
奪
取
て
顔
に
押
当
、
は
ん
は
く
か
み
づ
じ
や
う
み
だ
し
ろ
か
た
び
ら
ひ
き
か
づ
き
わ
が
み
半
白
の
髪
頭
上
よ
り
ふ
り
乱
し
、
白
帷
子
引
被
た
る
其
さ
ま
こ
そ
我
身
を
そ
ろ
さ
て
こ
ゝ
ろ
お
も
わ
れ
こ
の
よ
め
な
が
ら
も
恐
し
け
れ
、
扨
心
に
思
ふ
や
う
は
、
我
此
あ
り
さ
ま
に
て
家
婦
か
へ
み
ち
な
ん
じ
れ
ん
に
よ
ほ
う
い
つ
は
ま
よ
は
ざ
う
ぎ
や
う
ざ
つ
し
ゆ
の
帰
る
べ
き
路
次
に
出
て
、
汝
蓮
如
坊
が
偽
り
に
惑
さ
れ
、
雑
行
雑
修
し
ん
ぶ
つ
を
ろ
そ
を
や
も
つ
は
く
さ
ん
ぐ
わ
ん
げ
ん
め
い
と
て
神
仏
を
疎
か
に
し
、
親
の
心
に
そ
む
く
を
以
て
白
山
権
現
の
命
を
か
う
ぶ
た
ゞ
い
ま
こ
れ
ぜ
ん
ひ
あ
ら
た
や
ま
と
ゞ
ま
ら
う
ぼ
蒙
り
、
只
今
是
ま
で
出
で
た
る
ぞ
、
前
非
を
改
め
御
山
参
り
を
止
り
、
老
母
し
た
が
ふ
う
ふ
つ
か
こ
ろ
の
ゝ
し
き
よ
わ
の
心
に
随
は
ず
ん
ば
夫
婦
と
も
抓
み
殺
さ
ん
と
罵
ら
ば
、
気
弱
き
も
の
ゝ
を
そ
れ
も
の
い
か
で
か
是
を
怖
ら
ん
、
い
て
目
に
物
を
見
す
べ
し
と
て
、
今
や


と
ま
ち
い
待
居
け
る
、
●
『
嫁
威
谷
物
語
』
と
き
ぶ
ん
め
い
よ
さ
う
ぢ
よ
う
じ
時
は
文
明
四
年
二
月
廿
日
の
こ
と
な
り
し
が
。
与
惣
治
は
所
用
あ
り
て
ゑ
ん
ば
う
き
の
ふ
い
へ
つ
ま
ら
う
ぼ
る
す
遠
郷
へ
ゆ
き
て
。
昨
日
よ
り
家
に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
妻
ひ
と
り
老
母
に
留
守
く
れ
よ
し
さ
き
ま
ゐ
ら
う
ぼ
こ
ゝ
ろ
よ
め
い
だ
を
た
の
み
。
暮
こ
ろ
よ
り
吉
嵜
へ
参
り
た
る
が
老
母
は
心
よ
く
嫁
を
出
し
か
ね
く
ふ
う
こ
よ
ひ
よ
め
ゆ
き
か
へ
や
り
て
。
兼
て
工
夫
な
し
た
れ
ば
。
今
宵
こ
そ
嫁
ひ
と
り
行
た
れ
ば
。
帰
み
ち
ま
ち
お
ど
ろ
ふ
う
ふ
よ
し
さ
き
や
め
る
道
待
ぶ
せ
て
い
た
く
驚
か
し
。
夫
婦
と
も
吉
嵜
ま
ゐ
り
を
止
さ
せ
ん
も
し
よ
や
い
へ
い
で
て
う
ば
か
り
か
な
た
う
ち
が
み
や
し
ろ
の
と
。
初
更
ご
ろ
よ
り
家
を
出
て
。
十
町
斗
の
彼
方
に
氏
神
の
社
に
い
ふ
る
し
や
ぜ
ん
ゑ
ま
き
ぢ
よ
め
ん
た
り
。
古
く
よ
り
社
前
か
け
た
る
遍
類
の
鬼
女
の
面
を
お
ろ
し
。
こ
れ
を
か
ほ
し
ら
が
か
み
み
だ
し
ろ
か
た
び
ら
か
し
ら
う
ち
顔
に
お
し
あ
て
。
半
白
の
髪
を
ふ
り
乱
し
。
白
帷
子
を
頭
上
よ
り
打
か
づ
わ
が
み
お
そ
こ
ゝ
ろ
お
も
き
た
る
そ
の
さ
ま
。
我
身
な
が
ら
も
恐
ろ
し
く
。
さ
て
心
に
思
ふ
や
う
は
。
わ
れ
や
ぶ
あ
ひ
だ
つ
い
で
な
ん
ぢ
ら
ふ
う
ふ
こ
の
我
こ
の
あ
り
さ
ま
に
て
。
こ
の
藪
の
間
よ
り
衡
と
出
て
。
汝
等
夫
婦
此
ご
ろ
れ
ん
に
よ
ば
う
ま
い
す
た
は
ご
と
し
ん
さ
つ
ぎ
や
う
さ
つ
し
う
ほ
か
か
み
頃
。
蓮
如
坊
と
い
ふ
売
僧
が
狂
言
を
信
じ
。
雑
行
雑
修
と
て
。
他
の
仏
ほ
と
け
そ
ま
つ
ひ
と
り
お
や
こ
ゝ
ろ
ふ
か
う
神
を
疎
略
に
な
し
。
あ
ま
つ
さ
へ
一
人
の
親
の
心
に
そ
む
き
て
。
不
孝
こ
う
へ
か
る
が
ゆ
へ
う
ち
が
み
は
く
さ
ん
ご
ん
げ
ん
お
ぼ
せ
い
で
の
上
な
し
。
故
に
氏
神
白
山
権
現
の
神
勅
を
う
け
て
。
こ
れ
ま
で
出
た
せ
ん
ひ
く
や
ん
こ
ゝ
ろ
ざ
し
よ
し
ざ
き
お
や
る
ぞ
。
前
非
を
悔
て
志
を
あ
ら
た
め
。
吉
嵜
ま
ゐ
り
を
と
ゞ
ま
り
。
親
し
た
が
ゆ
る
な
ほ
お
ほ
せ
も
ち
の
こ
と
ば
に
随
は
ゝ
。
こ
の
ま
ゝ
さ
し
免
す
。
猶
も
神
勅
を
用
ひ
ず
と
な
ふ
う
ふ
た
ち
つ
か
の
ゝ
し
ら
ば
。
夫
婦
と
も
立
ど
こ
ろ
に
抓
み
こ
ろ
さ
ん
。
い
か
に


と
罵
り
な
か
ね
こ
ゝ
ろ
も
の
お
そ
こ
ゝ
ろ
ば
。
兼
て
心
よ
は
き
者
な
れ
ば
。
い
か
で
が
怖
れ
ざ
ら
ん
や
と
。
心
う
や
ぶ
か
げ
か
へ
い
ま
ま
ち
ゐ
な
づ
き
藪
陰
に
。
帰
り
を
今
や
と
待
居
た
り
。
（
例
３
）
老
母
が
嫁
を
威
そ
う
し
て
失
敗
す
る
場
面
●
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
ひ
が
し
そ
ら
の
ぼ
い
こ
く
つ
ま
廿
日
の
月
の
東
の
空
に
さ
し
登
り
た
る
亥
の
刻
ば
か
り
、
与
惣
次
が
妻
は
た
ゞ
ひ
と
み
だ
み
な
と
な
わ
が
や
か
へ
ま
ち
唯
独
り
弥
陀
の
御
名
を
唱
へ
つ
ゝ
、
我
家
を
さ
し
て
帰
る
所
に
待
ま
ふ
け
や
ぶ
な
か
こ
へ
を
ど
た
る
事
な
れ
ば
、
藪
の
中
よ
り
女
ま
て
と
声
か
け
踊
り
出
ん
と
せ
し
か
ど
こ
ろ
も
す
そ
い
は
ら
す
こ
ひ
ま
へ
そ
の
う
ち
よ
め
を
そ
ろ
も
、
衣
の
裾
の
荊
に
引
か
ゝ
り
少
し
間
ど
る
其
内
に
、
家
婦
は
恐
し
と
―６―
は
し
さ
り
あ
と
ら
う
ば
こ
ゝ
ろ
い
か
た
く
み
見
か
へ
し
も
せ
ず
一
さ
ん
に
走
り
去
た
り
、
跡
に
老
婆
は
心
憤
り
、
巧
い
た
づ
ら
な
ほ
い
か
の
い
ば
ら
ふ
み
し
事
の
徒
事
に
成
し
た
る
こ
そ
本
意
な
し
と
、
彼
荊
を
さ
ん


に
踏
ま
た
よ
こ
ゝ
ろ
を
ど
ろ
か
づ
き
め
ん
は
な
し
だ
き
、
又
の
夜
こ
そ
心
の
ま
ゝ
に
驚
か
さ
ん
と
て

し
面
を
放
さ
ん
と
お
ゝ
か
た
は
な
む
ね
さ
は
も
ろ
て
ち
か
ら
す
る
に
、
大
方
離
れ
ず
、
こ
は
い
か
に
と
胸
騒
ぎ
諸
手
を
か
け
、
力
に
う
ご
み
ゝ
は
な
ま
か
せ
て
引
く
も
さ
ら
に
動
く
事
な
く
、
今
は
は
や
耳
鼻
も
ひ
し


と
に
く
う
ま
き
ぢ
よ
あ
さ
み
肉
に
つ
き
て
生
れ
つ
き
た
る
鬼
女
と
は
な
れ
り
ぬ
、
浅
ま
し
と
身
も
だ
へ
ほ
ど
て
あ
し
み
こ
ほ
く
は
ひ
と
あ
し
ゆ
く
こ
と
あ
た
す
る
程
に
手
足
す
く
み
、
身
は
枯
木
の
生
へ
た
る
ご
と
く
一
足
も
行
事
能
た
ち
い
せ
ん
か
た
は
ず
、
あ
き
れ
に
あ
き
れ
て
立
居
た
る
は
詮
方
な
ふ
ぞ
み
え
に
け
る
、
●
『
嫁
威
谷
物
語
』
は
つ
か
つ
き
や
ま
は
い
づ
こ
ろ
み
だ
み
な
す
で
に
廿
日
の
月
山
の
端
に
さ
し
出
る
頃
。
弥
陀
の
御
名
を
と
な
へ
つ
ゝ
。
や
か
へ
と
こ
ろ
こ
と
や
ぶ
わ
が
家
を
さ
し
て
帰
る
所
に
。
ま
ち
ま
う
け
た
る
事
な
れ
ば
。
藪
の
う
ち
か
う
せ
う
を
ん
な
を
ど
い
で
よ
り
高
声
に
。
女
ま
て
と
よ
び
か
け
て
。
踊
り
出
ん
と
な
し
た
り
し
が
。
き
も
の
す
そ
い
ば
ら
ひ
つ
ひ
け
は
な
い
か
ゞ
な
し
け
ん
。
衣
の
裾
の
荊
に
引
か
ゝ
り
。
曳
ど
し
や
く
れ
ど
離
ま
お
ひ
お
も
く
も
れ
ざ
る
間
に
。
女
は
追
は
ぎ
と
や
思
ひ
け
ん
。
か
へ
り
見
も
せ
ず
雲
を
か
に
げ
か
へ
あ
と
ら
う
ば
み
お
ほ
ひ
い
か
ひ
ご
ろ
す
み
に
逃
帰
れ
り
。
跡
に
老
婆
は
身
を
あ
せ
り
。
大
い
に
怒
り
。
日
頃
た
て
ば
う
け
い
い
か
い
ば
ら
立
に
し
謀
計
の
い
た
づ
ら
に
な
り
た
る
を
憤
り
、
か
の
荊
を
さ
ん


に
ふ
こ
よ
ひ
し
ま
た
こ
ゝ
ろ
踏
み
し
だ
き
。
よ
し


今
夜
こ
そ
仕
そ
ん
じ
た
れ
ど
も
。
又
に
て
心
の
お
と
ろ
し
ろ
か
た
び
ら
ひ
き
め
ん
ま
ゝ
に
驚
か
さ
ん
と
。
白
帷
子
を
引
の
け
て
。
か
づ
き
し
面
を
と
ら
ん
と
ふ
し
ぎ
こ
の
め
ん
か
ほ
ひ
つ
ゝ
き
は
な
も
ろ
て
す
る
に
。
不
思
議
や
此
面
。
顔
に
引
付
離
れ
ず
。
こ
は
い
か
に
と
諸
手
を
ち
か
ら
ひ
け
と
う
ご
こ
と
か
け
。
力
に
ま
か
せ
て
引
ど
も
取
れ
ど
も
。
す
こ
し
も
さ
ら
に
動
く
事
め
く
ち
ひ
に
く
う
ま
き
ぢ
よ
な
く
目
口
も
と
も
に
皮
肉
つ
き
て
。
生
れ
つ
き
の
鬼
女
と
な
り
ぬ
。
い
と
あ
さ
み
ほ
ど
て
あ
し
み
か
れ
き
は
へ
浅
ま
し
と
身
も
た
へ
す
る
程
に
。
手
足
す
く
み
。
身
は
枯
木
の
生
た
る
ご
ひ
と
あ
し
ゆ
く
こ
と
あ
た
せ
ん
か
た
と
く
。
一
足
も
行
事
能
は
ず
。
あ
ま
り
の
こ
と
に
あ
き
れ
は
て
ゝ
。
詮
方
み
な
く
ぞ
見
え
た
り
け
る
。
こ
の
よ
う
に
看
て
く
る
と
、
信
暁
が
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
を
下
敷
き
に
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
を
執
筆
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
信
暁
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
ど
の
部
分
を
書
き
改
め
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
を
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
と
『
嫁
威
谷
物
語
』
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
相
違
点
と
し
て
次
の
四
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
老
母
が
嫁
を
威
か
そ
う
と
す
る
年
月
日
が
、『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
「
文
明
四
年
三
月
廿
日
」
で
あ
る
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
文
明
四
年
二
月
廿
日
」
で
あ
る
。
②
老
母
が
鬼
女
と
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
老
れ
ん
に
よ
ば
ち
い
き
き
ぢ
よ
母
の
懺
悔
の
中
に
「
是
は
蓮
如
上
人
の
御
罰
に
て
生
な
が
ら
の
鬼
女
に
成
り
た
る
ぞ
や
」
と
あ
る
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
同
じ
く
老
母
の
懺
悔
か
み
ほ
と
け
ご
ば
ち
の
中
に
「
神
仏
の
御
罰
に
や
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
③
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
、
与
惣
治
夫
婦
か
ら
懺
悔
を
勧
め
ら
れ
た
い
ち
ね
ん
ほ
つ
き
せ
ん
ひ
く
や
ご
し
や
う
を
そ
た
ち
り
や
う
て
老
母
が
、「
一
念
発
起
し
て
先
非
を
悔
み
、
後
生
を
懼
れ
立
な
が
ら
両
手
あ
は
し
う
そ
げ
ん
た
う
れ
ん
に
よ
ゆ
る
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
を
合
せ
、
宗
祖
聖
人
、
現
当
の
蓮
如
上
人
許
さ
せ
給
へ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
か
う
し
や
う
ね
ん
ぶ
つ


と
高
声
に
念
仏
し
」
た
直
後
に
鬼
面
が
外
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
吉
崎
に
参
詣
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、
老
母
は
鬼
面
を
被
っ
た
ま
ま
吉
崎
に
参
詣
し
、
そ
こ
で
蓮
如
か
ら
教
化
を
受
け
た
後
、
ら
う
ぢ
よ
ぶ
つ
ゑ
ん
し
や
う
に
ん
き
や
う
け
み
こ
へ
し
ん
こ
ん
て
つ
「
老
女
が
仏
縁
い
た
る
と
き
に
や
。
上
人
の
教
化
の
御
声
。
心
魂
に
徹
し
ん
じ
つ
し
ん
あ
り
お
も
れ
う
て
あ
は
み
こ
へ
な
む
し
信
実
心
よ
り
有
が
た
く
思
ひ
。
諸
手
を
合
せ
御
声
に
つ
れ
。
南
無
あ
み
ぶ
と
な
だ
仏
と
唱
」
え
た
直
後
に
鬼
面
が
外
れ
る
。
④
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
老
母
の
顔
か
ら
鬼
面
が
外
れ
た
後
、
与
惣
治
一
家
が
蓮
如
か
ら
御
文
一
章
を
賜
わ
っ
た
こ
と
、
老
母
が
嫁
を
威
そ
う
と
し
た
竹
藪
の
辺
り
を
「
嫁
威
谷
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
―７―
し
て
、
老
母
が
付
け
た
鬼
面
が
今
も
吉
崎
に
伝
存
す
る
こ
と
を
記
し
て
、
一
話
を
閉
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
と
同
じ
三
点
を
記
し
、
加
え
て
、
そ
の
後
の
与
惣
治
夫
婦
の
繁
栄
を
描
い
て
い
る
。
右
の
相
違
点
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
に
は
そ
の
年
月
日
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
「
文
明
四
年
三
月
廿
日
」
と
あ
り
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
文
明
四
年
二
月
廿
日
」
で
あ
り
、
更
に
『
嫁
威
肉
附
之
面
由
来
』
収
録
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
で
は
「
文
明
六
年
三
月
廿
一
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
老
母
が
鬼
面
を
付
け
て
嫁
を
威
し
た
年
月
日
は
、

の
タ
イ
プ
に
属
す
る
四
点
の
文
献
す
べ
て
に
於
い
て
相
違
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
相
違
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
私
に
は
不
明
で
あ
る
。
次
に
②
と
③
は
関
連
し
た
問
題
で
あ
る
の
で
一
括
し
て
述
べ
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
、
老
母
が
鬼
女
と
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
老
母
の
懺
悔
れ
ん
に
よ
ば
ち
い
き
き
ぢ
よ
の
中
に
「
是
は
蓮
如
上
人
の
御
罰
に
て
生
な
が
ら
の
鬼
女
に
成
り
た
る
ぞ
や
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
鬼
面
が
外
れ
る
場
面
も
、
与
惣
治
夫
婦
か
ら
懺
悔
い
ち
ね
ん
ほ
つ
き
せ
ん
ひ
く
や
ご
し
や
う
を
そ
た
ち
を
勧
め
ら
れ
た
老
母
が
、「
一
念
発
起
し
て
先
非
を
悔
み
、
後
生
を
懼
れ
立
な
り
や
う
て
あ
は
し
う
そ
げ
ん
た
う
れ
ん
に
よ
ゆ
る
な
む
が
ら
両
手
を
合
せ
、
宗
祖
聖
人
、
現
当
の
蓮
如
上
人
許
さ
せ
給
へ
、
南
無
あ
み
だ
ぶ
つ
か
う
し
や
う
ね
ん
ぶ
つ
阿
弥
陀
仏


と
高
声
に
念
仏
し
」
た
直
後
に
鬼
面
が
外
れ
る
、
と
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
老
母
の
顔
に
鬼
面
が
貼
り
付
い
た
原
因
を
、
老
母
の
蓮
如
に
対
す
る
蔑
視
、
並
び
に
蓮
如
の
布
教
活
動
へ
の
阻
害
に
求
め
、
更
に
老
母
の
顔
か
ら
鬼
面
が
外
れ
た
こ
と
も
、
老
母
が
親
鸞
並
び
に
蓮
如
へ
謝
罪
し
た
結
果
と
し
て
描
く
こ
と
は
、
真
宗
の
教
義
に
適
う
も
の
で
は
な
い
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
描
く
と
こ
ろ
で
は
、
蓮
如
は
老
母
に
罰
を
与
え
、
且
つ
そ
の
罰
を
許
し
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
真
宗
で
は
親
鸞
・
蓮
如
が
人
間
一
個
人
に
罰
を
与
え
た
り
、
そ
の
罰
を
許
し
た
り
で
き
る
超
人
的
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
な
い
。
親
鸞
・
蓮
如
は
そ
れ
ぞ
れ
宗
祖
・
中
興
（
本
願
寺
派
・
大
谷
派
）
と
し
て
敬
慕
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
門
徒
（
信
者
）
と
等
ぼ
ん
ぶ
し
く
凡
夫
で
も
あ
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
は
河
内
国
専
教
寺
（
大
谷
派
）
の
僧
、
了
貞
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
嫁
威
谷
の
伝
承
に
於
け
る
蓮
如
の
位
置
付
け
は
、
真
宗
の
教
義
に
適
っ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、
老
母
の
顔
に
鬼
面
が
貼
り
付
い
た
か
み
ほ
と
け
ご
ば
つ
理
由
を
老
母
の
懺
悔
の
言
葉
と
し
て
「
神
仏
の
御
罰
に
や
」
と
記
し
て
い
る
。
れ
ん
に
よ
ば
ち
れ
ん
に
よ
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
「
蓮
如
上
人
の
御
罰
」
と
あ
る
箇
所
の
「
蓮
如
か
み
ほ
と
け
上
人
」
を
、
信
暁
は
「
神
仏
」
と
書
き
換
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
書
き
換
え
に
よ
っ
て
、
蓮
如
は
老
母
に
懲
罰
を
与
え
る
超
人
的
な
存
在
で
は
な
く
、
凡
夫
か
み
ほ
と
け
ご
ば
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、「
神
仏
の
御
罰
」
に
よ
っ
て
外
れ
な
く
な
っ
た
鬼
面
が
外
れ
る
場
面
を
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
よ
さ
う
ぢ
し
や
う
に
ん
ゑ
つ
お
ち
あ
げ
ご
き
や
う
け
与
惣
治
は
上
人
に
謁
し
。
あ
り
し
事
と
も
落
も
な
く
申
上
げ
て
。
御
教
化
こ
ひ
た
て
ま
つ
ふ
び
ん
お
ぼ
た
ゞ
ち
み
だ
う
い
で
ら
う
ぢ
よ
を
乞
奉
れ
ば
上
人
不
便
に
思
し
給
ひ
。
直
に
御
堂
に
出
た
ま
ひ
老
女
を
ひ
ざ
も
と
ら
う
ぢ
よ
け
ん
ど
ん
じ
や
け
ん
膝
下
に
ま
ね
き
。
い
か
に
老
女
た
し
か
に
聞
け
。
た
と
へ
慳
貪
邪
見
に
て
。
ご
く
ぢ
う
あ
く
に
ん
い
ち
ね
ん
ほ
つ
き
せ
ん
ひ
し
ん
じ
ん
む
に
ご
し
や
う
極
重
悪
人
な
り
と
も
。
一
念
発
起
し
前
非
を
く
や
み
。
信
心
無
二
に
後
生
た
の
み
く
は
う
だ
い
じ
ひ
に
よ
ら
い
ほ
ん
ぐ
は
ん
た
す
を
頼
た
て
ま
つ
ら
は
。
広
大
慈
悲
の
如
来
の
本
願
。
い
か
で
か
助
け
給
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
と
な
ら
う
ぢ
よ
ぶ
つ
ゑ
ん
は
ざ
ら
ん
。
南
無
阿
弥
陀
仏


と
唱
へ
給
ふ
に
。
老
女
が
仏
縁
い
た
る
し
や
う
に
ん
き
や
う
け
み
こ
へ
し
ん
こ
ん
て
つ
し
ん
じ
つ
し
ん
あ
り
と
き
に
や
。
上
人
の
教
化
の
御
声
。
心
魂
に
徹
し
信
実
心
よ
り
有
が
た
お
も
れ
う
て
あ
は
み
こ
へ
な
む
ぶ
と
な
く
思
ひ
。
諸
手
を
合
せ
御
声
に
つ
れ
。
南
無
あ
み
だ
仏
と
唱
ふ
に
。
ふ
し
ひ
け
は
な
め
ん
お
ち
も
と
ろ
う
ぢ
よ
ぎ
や
引
ど
も
離
れ
ざ
る
面
も
。
お
の
づ
か
ら
ば
ら
り
と
落
て
。
旧
の
老
女
―８―
そ
の
み
よ
さ
う
ぢ
ふ
う
ふ
こ
と
あ
り
と
な
り
け
れ
ば
。
老
女
は
も
と
よ
り
与
惣
治
夫
婦
。
あ
ま
り
の
事
の
有
が
お
ぼ
さ
ん
に
ん
こ
ゑ
う
れ
な
き
た
さ
に
。
覚
え
ず
三
人
声
を
あ
げ
。
嬉
し
泣
に
な
き
た
り
け
る
。
蓮
如
は
老
母
を
近
く
に
呼
び
寄
せ
、
悪
人
正
機
の
縁
を
説
き
、
前
非
を
悔
い
、
阿
弥
陀
如
来
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
如
来
の
本
願
を
ゆ
え
に
必
ず
救
わ
れ
る
と
ぶ
つ
ゑ
ん
説
き
諭
す
。
そ
れ
聞
い
た
老
母
が
「
仏
縁
い
た
る
と
き
に
や
」、
上
人
の
ご
勧
化
の
声
が
心
に
届
き
、
弥
陀
の
誓
願
を
心
よ
り
有
り
難
く
思
い
、
両
手
を
合
わ
せ
て
念
仏
を
唱
え
た
と
こ
ろ
、
老
母
の
顔
か
ら
自
然
と
鬼
面
が
剥
が
れ
落
ち
た
。
ぶ
つ
ゑ
ん
老
母
の
鬼
面
が
外
れ
た
の
は
「
仏
縁
い
た
る
と
き
」、
す
な
わ
ち
、
老
母
の
心
に
阿
弥
陀
如
来
か
ら
賜
わ
っ
た
信
心
（
他
力
の
信
心
）
が
生
じ
た
時
に
、
そ
の
鬼
面
が
外
れ
る
と
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
、
蓮
如
は
老
母
に
懲
罰
を
与
え
、
か
つ
そ
れ
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
超
人
的
な
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
し
か
し
、
真
宗
の
教
義
か
ら
見
て
是
認
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
信
暁
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
老
母
の
身
に
起
こ
っ
た
奇
怪
な
出
来
事
は
す
べ
て
阿
弥
陀
如
来
と
老
母
と
の
関
係
に
於
い
て
発
生
し
解
消
さ
れ
る
と
描
く
こ
と
で
、
蓮
如
を
超
人
的
な
存
在
か
ら
解
放
し
、
一
人
の
凡
夫
と
し
て
描
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
信
暁
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
の
記
述
を
真
宗
の
教
義
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
合
致
し
な
い
箇
所
は
修
正
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
一
方
で
、『
嫁
威
谷
物
語
』
に
於
い
て
蓮
如
の
遺
徳
を
称
讃
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
真
宗
の
教
義
に
そ
ぐ
わ
な
い
設
定
に
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
、
老
母
が
蓮
如
の
教
化
を
聞
く
前
に
、
息
子
与
惣
治
の
誡
め
を
聞
き
、
自
ら
を
悔
い
改
め
、
懺
悔
し
た
時
に
、
そ
の
鬼
面
が
落
ち
る
と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
蓮
如
の
教
化
を
聞
い
た
後
に
老
母
の
仏
縁
が
成
り
、
彼
女
の
顔
か
ら
鬼
面
が
落
ち
る
と
描
か
れ
て
い
る
。
真
宗
で
は
、
信
心
と
は
そ
の
人
が
阿
弥
陀
如
来
か
ら
賜
わ
る
「
他
力
の
信
心
」
で
あ
る
か
ら
、
蓮
如
の
教
化
を
待
つ
こ
と
な
く
、
老
母
が
仏
縁
を
得
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
信
暁
も
そ
の
こ
と
は
十
分
に
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
真
宗
仏
光
寺
派
の
学
頭
を
勤
め
た
人
で
あ
り
、
真
宗
の
教
義
に
は
通
じ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
信
暁
が『
嫁
威
谷
物
語
』
に
於
い
て
、
老
母
の
鬼
面
が
落
ち
る
瞬
間
を
蓮
如
の
法
話
の
後
に
設
定
し
た
の
は
、
そ
こ
に
蓮
如
の
遺
徳
を
讃
え
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
最
後
に
④
の
与
惣
治
夫
婦
の
そ
の
後
の
繁
栄
を
描
い
た
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
部
分
は

の
グ
ル
ー
プ
で
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ど
ら
う
ぢ
よ
い
つ
こ
う
い
つ
し
ん
し
ん
じ
や
あ
さ
ゆ
ふ
お
や
こ
ふ
う
ふ
さ
る
程
に
老
女
こ
れ
よ
り
。一
向
一
心
の
信
者
と
な
り
て
。朝
夕
親
子
夫
婦
。
ご
ば
う
さ
ん
け
い
れ
ん
に
よ
し
や
う
に
ん
ほ
つ
こ
く
お
か
へ
り
三
人
づ
れ
に
て
御
坊
へ
参
詣
な
し
。
蓮
如
上
人
北
国
御
発
駕
の
ゝ
ち
は
。
に
よ
ら
い
た
ふ
と
う
や
ま
し
や
う
め
う
と
し
さ
い
た
ゞ
如
来
を
尊
み
敬
ひ
。
称
名
た
ゆ
る
ひ
ま
な
く
。
歳
八
十
九
才
ま
で
ち
や
う
じ
ゆ
め
で
た
く
わ
う
じ
や
う
よ
さ
う
ぢ
ふ
う
ふ
長
寿
し
て
。
目
出
度
往
生
を
と
げ
た
り
け
る
。
与
惣
治
夫
婦
は
。
い
よ
し
ん
じ
ん
ご
き
や
う
け
ま
も
こ
く
は
う
お
も
ん
お
ご
り


信
心
た
ゆ
み
な
く
御
教
化
を
守
り
。
国
法
を
重
じ
。
奢
侈
を
つ
ゝ
し
の
う
げ
う
は
げ
し
だ
い
い
ゑ
と
み
う
と
く
み
。
農
業
を
励
み
け
る
よ
り
。
次
第
に
家
富
さ
か
え
。
有
徳
の
身
と
な
り
お
こ
な
た
ふ
と
か
の
た
け
や
ぶ
ほ
と
よ
め
お
ど
し
た
に
し
よ
り
。
人
々
そ
の
行
ひ
を
尊
み
て
。
彼
竹
藪
の
辺
り
を
。
嫁
威
谷
と
な
づ
ら
う
ぼ
か
づ
め
ん
な
が
そ
の
と
こ
ろ
す
ひ
や
く
ね
ん
い
ま
よ
号
け
。
老
母
が
被
き
し
面
も
永
く
其
所
に
と
ゞ
ま
り
。
数
百
年
の
今
の
世
れ
ん
に
ょ
だ
い
ぜ
ん
ち
し
き
ご
か
う
と
く
よ
さ
う
ぢ
ふ
う
ふ
い
つ
こ
う
し
ん
じ
や
ま
で
も
。
蓮
如
大
善
知
識
の
御
厚
徳
。
か
つ
は
与
惣
治
夫
婦
が
一
向
信
者
あ
り
の
名
を
の
こ
せ
し
は
。
い
と
有
が
た
き
御
事
也
。
こ
こ
に
は
、
ま
ず
与
惣
治
一
家
（
老
母
を
含
む
）
が
蓮
如
の
吉
崎
退
去
後
も
変
わ
ら
ず
に
、
阿
弥
陀
如
来
に
帰
依
し
、
称
名
念
仏
を
怠
ら
な
い
生
活
を
続
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
与
惣
治
一
家
が
得
た
信
心
が
、
ま
さ
に
他
力
の
信
心
（
金
剛
の
信
心
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
る
。
―９―
と
し
さ
い
次
に
、
阿
弥
陀
如
来
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
っ
た
老
母
が
、「
歳
八
十
九
才
ち
や
う
じ
ゆ
め
で
た
く
わ
う
じ
や
う
ま
で
長
寿
し
て
。
目
出
度
往
生
を
と
げ
た
」
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
真
宗
の
篤
信
者
の
行
状
を
描
い
た
『
妙
好
人
伝
』（
初
篇
は
天
保
十
三
年
刊
、
第
二
篇
は
同
十
四
年
刊
）
に
は
、
例
え
ば
「
時
に
享
和
二
壬
戌
八
月
十
七
日
、
行
年
④
三
十
八
歳
に
て
、
目
出
度
往
生
を
遂
げ
侍
り
き
」（
第
二
篇
「
濃
州
安
右
エ
門
」）、
「
時
、
天
保
七
申
八
月
十
六
日
、
七
十
歳
に
て
、
目
出
度
き
往
生
を
遂
げ
ら
れ
⑤
し
と
な
り
」（
同
「
摂
州
妙
浄
尼
」）
と
い
っ
た
文
章
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
と
し
さ
い
ち
や
う
じ
ゆ
め
で
た
く
わ
う
じ
や
う
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
「
歳
八
十
九
才
ま
で
長
寿
し
て
。
目
出
度
往
生
を
と
げ
た
り
け
る
」
と
の
一
文
は
、『
妙
好
人
伝
』
か
ら
の
影
響
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
三
つ
目
に
は
、
与
惣
治
夫
婦
が
家
業
の
農
業
に
励
み
、「
有
徳
の
人
」
と
な
っ
た
こ
と
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
前
半
部
で
、
与
惣
治
が
蓮
如
の
勧
化
を
間
接
的
に
老
母
に
伝
え
諭
す
場
面
を
受
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
与
惣
治
は
蓮
如
の
勧
化
並
び
に
真
宗
の
宗
意
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
れ
ん
に
よ
し
や
う
に
ん
ご
く
は
ん
け
い
だ
い
お
ん
お
き
て
た
ふ
と
と
も
い
や
し
蓮
如
上
人
の
御
勧
化
の
。
第
一
の
御
掟
と
申
す
は
。
た
と
へ
尊
く
共
賤
せ
ん
ぞ
し
き
た
か
ぎ
や
う
た
い
せ
つ
し
ゆ
つ
せ
い
く
と
も
。
先
祖
よ
り
仕
来
り
の
。
お
の
れ


が
家
業
大
切
に
出
精
し
。
い
へ
と
ま
し
そ
ん
さ
う
ぞ
く
な
が
は
う
ぎ
よ
ろ
こ
し
ん
じ
や
な
ら
ぬ
ま
で
も
家
を
富
し
。
子
孫
相
続
し
て
。
永
く
法
義
を
歓
ぶ
を
信
者
は
う
ぎ
よ
ろ
こ
か
ぎ
や
う
す
て
そ
の
み
い
た
づ
ら
と
申
せ
。
た
と
へ
法
義
を
歓
べ
ば
と
て
。
家
業
を
も
う
ち
捨
。
其
身
を
徒
も
ち
く
づ
か
め
い
だ
ん
ぜ
つ
ひ
と
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
に
持
崩
し
。
家
名
を
も
断
絶
さ
せ
ん
人
は
。
誠
の
念
仏
の
行
者
に
は
あ
き
や
う
ど
う
た
う
ご
し
ゆ
い
ら
ず
と
。
つ
ね


教
導
な
し
給
ひ
ぬ
。
さ
れ
ば
当
御
宗
意
と
申
は
。
つ
と
お
よ
は
ふ
し
し
ゆ
つ
せ
い
か
ぎ
や
う
さ
き
し
こ
そ
の
夙
に
起
き
夜
半
に
臥
。
出
精
し
て
。
家
業
を
先
に
仕
越
し
。
其
い
と
ま
は
う
ざ
つ
ら
な
し
や
う
め
う
よ
ろ
こ
の
う
さ
く
さ
は
に
は
法
座
に
連
り
称
名
を
も
歓
ぶ
御
事
な
れ
ば
。
さ
ら


農
作
の
障
り
そ
の
う
へ
こ
の
こ
ろ
ふ
う
ふ
し
や
う
に
ん
ご
け
や
く
か
ふ
ま
ゐ
と
は
な
ら
ず
。
其
上
此
頃
夫
婦
と
も
。
上
人
の
御
化
益
を
蒙
り
参
ら
せ
お
こ
た
の
う
さ
く
ち
か
ら
つ
く
か
ぎ
や
う
だ
い
じ
て
よ
り
。
怠
り
な
く
農
作
に
力
を
尽
し
。
家
業
大
事
と
つ
と
め
て
候
へ
お
の
つ
し
よ
じ
つ
が
ふ
ま
つ
た
ご
き
や
う
け
あ
り
ば
。
自
か
ら
諸
事
に
都
合
よ
く
。
全
く
御
教
化
の
有
が
た
さ
。
蓮
如
は
各
自
の
家
業
を
大
切
に
し
、
で
き
る
か
ぎ
り
家
を
豊
か
に
し
、
子
孫
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
相
続
し
て
法
義
を
歓
ぶ
人
が
「
誠
の
念
仏
の
行
者
」
で
あ
る
と
諭
し
た
と
い
し
や
う
に
ん
ご
け
や
く
か
ふ
ま
ゐ
う
。
こ
う
し
た
「
上
人
の
御
化
益
を
蒙
り
参
ら
せ
て
よ
り
」、
与
惣
治
夫
婦
は
お
こ
た
の
う
さ
く
ち
か
ら
つ
く
か
ぎ
や
う
だ
い
じ
「
怠
り
な
く
農
作
に
力
を
尽
し
。
家
業
大
事
と
つ
と
め
て
候
へ
ば
」、
そ
の
結
果
と
し
て
夫
婦
は
「
有
徳
の
人
」
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
与
惣
治
夫
婦
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
は
謂
わ
ば
蓮
如
の
勧
化
を
具
現
化
し
た
存
在＝
「
誠
の
念
仏
の
行
者
」
と
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
蓮
如
の
勧
化
は
し
か
し
、『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
に
於
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
れ
ん
に
よ
き
や
う
か
を
き
て
た
ふ
と
い
や
蓮
如
上
人
御
勧
化
の
御
掟
と
申
す
は
、
尊
き
も
賤
し
き
も
、
お
の
れ


か
け
う
た
い
せ
つ
せ
い
り
よ
く
つ
く
か
な
い
へ
と
ま
し
そ
ん
さ
う
ぞ
く
が
家
業
大
切
に
精
力
を
尽
し
、
叶
は
ぬ
ま
で
も
家
を
富
し
、
子
孫
相
続
し
な
が
は
う
ぎ
よ
ろ
こ
し
ん
じ
や
た
り
き
し
ん
じ
ん
み
て
、
永
く
法
義
を
喜
ぶ
を
信
者
と
は
申
す
と
か
や
、
他
力
信
心
の
こ
の
身
い
た
づ
ら
も
ち
く
づ
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
を
徒
に
持
崩
し
た
ら
ん
は
、
誠
の
念
仏
の
行
者
に
は
あ
ら
ず
と
、
つ
ね
き
や
う
ど
う
た
う
り
う
し
ん
じ
ん
つ
と
を


教
導
な
し
給
ひ
ぬ
。
さ
れ
ば
当
流
の
信
心
と
申
す
は
、
夙
に
起
き
よ
ふ
し
し
ゆ
つ
せ
い
か
け
う
さ
き
し
こ
そ
の
は
う
ざ
つ
ら
な
夜
に
臥
、
出
精
し
て
家
業
を
先
へ
仕
越
し
、
其
い
と
ま
に
は
法
座
に
連
し
や
う
め
う
よ
ろ
こ
か
け
う
さ
は
わ
れ
り
称
名
を
も
歓
ぶ
事
な
れ
ば
、
さ
ら


家
業
の
障
り
と
は
成
ら
ず
、
我
ふ
う
ふ
れ
ん
に
よ
け
え
く
あ
づ
か
ま
い
を
こ
た


夫
婦
、
蓮
如
上
人
の
御
化
益
に
預
り
参
ら
せ
て
よ
り
、
怠
り
な
く
の
う
さ
く
ち
か
ら
つ
く
か
け
う
つ
と
い
ぜ
ん
し
ん
し
や
う
農
作
に
力
を
尽
し
、
家
業
を
大
事
と
努
め
て
候
へ
ば
、
以
前
よ
り
身
上
の
か
つ
て
こ
ゝ
ろ
ら
う
み
わ
ず
ら
勝
手
も
よ
く
、
心
を
労
す
る
事
な
け
れ
ば
、
身
も
お
の
づ
か
ら
煩
ひ
な
し
。
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
し
か
し
、
こ
う
し
た
蓮
如
の
勧
化
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
与
惣
治
夫
婦
が
「
有
徳
の
人
」
と
な
っ
た
こ
と
―１０―
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
信
暁
は
こ
の
点
に
着
目
し
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
そ
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
蓮
如
の
勧
化
を
具
現
化
し
た
存
在＝
「
誠
の
念
仏
の
き
や
う
じ
や
行
者
」
と
し
て
、
与
惣
治
夫
婦
を
讃
え
る
文
章
を
加
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
嫁
威
谷
」
の
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
た
け
や
ぶ
あ
り
よ
め
た
に
な
づ
「
こ
れ
よ
り
彼
の
竹
藪
の
有
し
ほ
と
り
を
嫁
お
ど
し
谷
と
号
け
」
と
あ
る
が
、
お
こ
な
た
ふ
と
か
の
た
け
や
ぶ
ほ
と
よ
め
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
人
々
そ
の
行
ひ
を
尊
み
て
。
彼
竹
藪
の
辺
り
を
。
嫁
お
ど
し
た
に
な
づ
す
ひ
や
く
ね
ん
い
ま
よ
れ
ん
に
ょ
だ
い
ぜ
ん
ち
し
き
威
谷
と
号
け
」
と
あ
り
、
ま
た
「
数
百
年
の
今
の
世
ま
で
も
。
蓮
如
大
善
知
識
ご
か
う
と
く
よ
さ
う
ぢ
ふ
う
ふ
い
つ
こ
う
し
ん
じ
や
あ
り
の
御
厚
徳
。
か
つ
は
与
惣
治
夫
婦
が
一
向
信
者
の
名
を
の
こ
せ
し
は
。
い
と
有
が
た
き
御
事
也
。」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
漠
然
と
、
こ
の
一
件
が
起
こ
っ
た
後
、
と
い
う
意
味
で
語
ら
れ
て
い
た
が
、
信
暁
は
『
嫁
威
谷
物
語
』
に
於
い
て
、
こ
の
一
件
を
見
聞
き
し
た
人
々
が
与
惣
治
夫
婦
を
讃
え
て
嫁
威
谷
と
名
付
け
た
、
と
い
う
設
定
に
変
更
し
て
い
る
。
信
暁
は
こ
ま
こ
と
こ
で
も
ま
た
、
蓮
如
の
勧
化
（
真
宗
の
教
義
）
を
具
現
化
し
た
存
在＝
「
誠
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
の
念
仏
の
行
者
」
と
し
て
の
与
惣
治
夫
婦
を
讃
え
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
信
暁
は
碩
学
の
僧
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
、
幕
末
の
京
都
・
大
⑥
坂
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
談
義
僧
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
談
義
僧
と
し
て
常
日
頃
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
か
ら
門
徒
に
対
し
て
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
、
す
な
わ
ち
「
誠
の
念
仏
の
行
者
」
た
ら
ん
こ
と
を
説
い
て
い
た
。『
嫁
威
谷
物
語
』
に
於
い
て
、
蓮
如
の
勧
化
（
真
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
宗
の
教
義
）
を
具
現
化
し
た
存
在＝
「
誠
の
念
仏
の
行
者
」
と
し
て
の
与
惣
治
夫
婦
の
繁
栄
を
描
く
こ
と
は
、
信
暁
の
談
義
僧
と
し
て
は
一
面
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
結
び
信
暁
の
『
嫁
威
谷
物
語
』
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
前
編
第
二
巻
収
録
「
吉
崎
山
」
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
彼
は
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
に
記
さ
れ
た
嫁
威
谷
の
伝
承
（
地
誌
）
に
幾
つ
か
手
を
加
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
『
嫁
威
谷
物
語
』
と
い
う
一
篇
の
仏
教
説
話
に
仕
立
て
直
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
仕
立
て
直
し
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
と
、
次
の
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
信
暁
は
真
宗
（
本
願
寺
派
・
大
谷
派
）
の
中
興
の
祖
と
し
て
の
蓮
如
の
遺
徳
を
称
讃
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
内
題
に
も
「
蓮
如
上
人
御
教
化
／
嫁
威
谷
物
語
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
信
暁
は
仏
光
寺
派
の
僧
侶
で
あ
る
が
、
そ
の
生
家
が
大
谷
派
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
派
を
越
え
て
一
人
の
真
宗
僧
侶
と
し
て
蓮
如
を
敬
慕
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
で
は
、
老
母
が
蓮
如
の
教
化
を
聞
く
前
に
、
息
子
与
惣
治
の
誡
め
を
聞
き
、
自
ら
を
悔
い
改
め
、
懺
悔
し
た
時
に
、
そ
の
鬼
面
が
落
ち
る
と
描
か
れ
て
い
た
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、
蓮
如
の
教
化
を
聞
い
た
後
に
老
母
の
仏
縁
が
成
り
、
彼
女
の
顔
か
ら
鬼
面
が
落
ち
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
信
暁
は
真
宗
の
教
義
に
照
ら
し
て
適
切
で
は
な
い
箇
所
を
改
め
て
い
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
に
於
い
て
、
蓮
如
は
老
母
に
懲
罰
を
与
え
、
か
つ
そ
れ
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
超
人
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
が
、
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
老
母
の
身
に
起
こ
っ
た
奇
怪
な
出
来
事
は
す
べ
て
阿
弥
陀
如
来
と
老
母
と
の
関
係
に
於
い
て
発
生
し
解
消
さ
れ
る
と
描
く
こ
と
で
、
蓮
如
を
超
人
的
な
存
在
か
ら
解
放
し
、
一
人
の
凡
夫
と
し
て
描
い
て
い
る
。
信
暁
は
真
宗
仏
光
寺
派
大
行
寺
の
開
基
で
あ
り
、
か
つ
仏
光
寺
学
頭
で
も
あ
っ
た
碩
学
の
僧
で
あ
る
。『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
に
見
ら
れ
た
真
宗
の
教
義
に
合
わ
な
い
解
釈
は
、
彼
の
許
す
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
ね
ん
ぶ
つ
き
や
う
じ
や
第
三
に
、
信
暁
は
蓮
如
の
教
化
に
よ
っ
て
「
誠
の
念
仏
の
行
者
」
の
生
涯
を
お
く
っ
た
与
惣
治
夫
婦
を
称
讃
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
信
暁
は
―１１―
幕
末
の
京
都
・
大
坂
で
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
談
義
僧
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
談
義
僧
と
し
て
常
日
頃
、
門
信
徒
の
教
化
に
あ
た
っ
て
い
た
。
信
暁
は
与
惣
治
夫
婦
を
蓮
如
の
教
化
を
具
現
化
し
た
人
物
と
し
て
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
宗
門
徒
の
あ
る
べ
き
姿
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
か
ら
『
嫁
威
谷
物
語
』
へ
の
改
作
の
跡
を
辿
る
と
、
そ
こ
に
は
信
暁
の
蓮
如
に
対
す
る
敬
慕
の
念
を
は
じ
め
、
彼
の
仏
学
者
（
仏
光
寺
学
頭
）
と
し
て
見
識
、
更
に
談
義
僧
と
し
て
の
一
面
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
〈
注
〉
①
私
稿
「
『
嫁
威
谷
物
語
』
の
諸
本
と
作
者
に
関
す
る
考
察
」、『
国
語
国
文
学
』
第
五
十
一
号
、
福
井
大
学
言
語
文
化
学
会
、
平
成
二
十
四
年
三
月
刊
。
②
藤
島
秀
隆
「
吉
崎
の
嫁
お
ど
し
（
肉
附
面
）
の
伝
承
：
蓮
如
伝
説
の
一
断
面
」、『
金
沢
大
学
語
学
・
文
学
研
究
』
第
十
八
号
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
刊
。
③
杉
原
丈
夫
「
越
前
地
誌
補
考
」、『
若
越
郷
土
研
究
』
三
十
六
の
一
号
、
平
成
元
年
刊
。
④
『
近
世
仏
教
の
思
想
』、
日
本
思
想
大
系
五
十
七
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
刊
、
二
一
四
ペ
ー
ジ
。
⑤
同
右
、
二
三
三
ペ
ー
ジ
。
⑥
佐
竹
淳
如
・
工
藤
康
海
『
勤
王
護
法
信
暁
学
頭
』、
大
行
寺
史
刊
行
後
援
会
、
昭
和
十
一
年
六
月
刊
、
参
照
。
（
参
考
）『
嫁
威
肉
附
之
面
由
来
』
と
『
嫁
威
谷
物
語
』
『
嫁
威
肉
附
之
面
由
来
』
は
明
治
時
代
の
印
刷
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
本
稿
本
文
で
の
考
察
は
省
略
し
た
。
し
か
し
、
本
書
は
一
般
に
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
史
料
で
あ
る
の
で
、
そ
の
書
誌
と
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
の
全
文
の
翻
刻
、
本
書
と
『
嫁
威
谷
物
語
』
と
の
相
違
点
な
ど
に
つ
い
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。『
嫁
威
肉
附
之
面
由
来
』（
筆
者
架
蔵
本
）
は
一
冊
本
の
版
本
（
本
文
は
活
字
版
）
で
あ
る
。
縦
二
十
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
料
紙
は
楮
紙
。
全
五
丁
（
本
文
四
丁
）。
表
紙
は
整
版
（
木
版
）
で
、
そ
の
中
央
部
に
「
嫁
威
肉
附
之
面
由
来
」（
外
題
）、
右
側
に
「
蓮
如
上
人
御
わ
ら
じ
ぬ
き
旧
跡
」、
左
側
に
「
越
前
吉
崎
西
念
寺
（
朱
印
）」
と
あ
る
。
朱
印
に
は
「
越
前
／
西
念
寺
／
吉
崎
」
と
捺
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
印
記
か
ら
本
書
が
西
念
寺
の
私
家
版
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
西
念
寺
（
本
願
寺
派
、
現
在
の
吉
崎
別
院
）
は
、
室
町
時
代
中
期
の
文
明
三
年
（
一
七
四
一
）、
蓮
如
が
吉
崎
山
に
建
立
し
た
坊
舎
で
、
世
に
蓮
如
上
人
御
わ
ら
じ
脱
ぎ
の
旧
蹟
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
寺
宝
物
に
は
蓮
如
上
人
御
わ
ら
じ
脱
ぎ
の
御
自
画
像
、
蓮
如
上
人
御
自
作
御
満
悦
之
御
木
像
、
そ
し
て
嫁
威
し
肉
附
の
面
が
あ
る
。
本
書
は
無
刊
記
本
で
あ
る
が
、
そ
の
版
面
か
ら
考
え
る
と
、
明
治
時
代
の
印
刷
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
本
書
の
内
容
は
、
そ
の
第
一
丁
表
に
鬼
面
を
描
き
、
そ
の
上
に
「
は
ま
ば
は
こ
ん
ご
う
た
り
き
し
ん
め
く
ら
は
ゞ
く
ら
へ
金
剛
の
他
力
の
信
ハ
よ
も
や
は
む
ま
じ
」
の
和
歌
一
首
を
置
く
。
こ
の
歌
は
老
婆
に
威
さ
れ
た
嫁
が
老
婆
に
向
か
っ
て
詠
じ
た
一
首
と
し
て
、
本
書
本
文
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
丁
裏
に
は
緒
言
と
寺
宝
物
を
記
す
。
よ
め
お
ど
し
に
く
づ
き
め
ん
ゆ
ら
い
第
二
丁
表
以
下
が
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
の
本
文
で
あ
る
。
そ
の
全
文
は
―１２―
左
記
の
如
く
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
め
ん
よ
よ
め
お
ど
し
に
く
づ
き
め
ん
せ
う
そ
の
ゆ
ら
い
た
ず
ね
ぶ
ん
め
い
抑
此
面
は
世
に
嫁
威
肉
附
の
面
と
称
す
、
其
由
来
を
尋
る
に
、
文
明
三
ね
ん
な
つ
こ
ろ
れ
ん
に
よ
せ
う
に
ん
よ
し
ざ
き
お
ひ
に
ち
や
い
ぎ
げ
う
だ
い
ど
う
ほ
う
も
ん
ぐ
年
夏
の
頃
よ
り
、
蓮
如
上
人
、
吉
崎
に
於
て
日
夜
易
行
大
道
の
法
門
を
弘
つ
う
か
が
の
と
え
つ
ち
う
し
な
の
で
ば
お
う
し
う
ご
く
ど
う
ぞ
く
通
ま
し
ま
せ
し
に
、
加
賀
能
登
越
中
信
濃
出
羽
奥
州
七
ケ
国
よ
り
道
俗
な
ん
に
よ
く
ん
じ
う
か
ぜ
く
さ
き
な
び
く
こ
ゝ
よ
し
ざ
き
り
男
女
群
集
す
る
こ
と
、
風
に
艸
木
の
靡
が
ご
と
く
、
爰
に
吉
崎
よ
り
二
里
へ
だ
ゝ
ら
く
む
ら
の
う
み
ん
よ
じ
つ
ま
き
よ
隔
り
た
る
十
楽
村
に
農
民
与
三
次
と
い
へ
る
も
の
あ
り
、
妻
を
清
と
い
ふ
、
と
も
せ
う
に
ん
け
う
げ
う
よ
か
く
れ
む
に
し
ん
じ
や
し
か
い
か
共
に
上
人
の
教
化
を
受
け
、世
に
隠
な
き
無
二
の
信
者
た
り
、然
る
に
如
何
し
ゆ
く
せ
あ
く
え
ん
そ
の
は
ゝ
け
ん
ど
ん
じ
や
け
ん
お
の
ま
い
ら
な
る
宿
世
の
悪
縁
に
や
、
其
母
慳
貪
邪
見
に
し
て
己
が
参
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
か
へ
つ
わ
が
こ
ふ
う
ふ
ひ
る
か
せ
よ
よ
し
ざ
き
さ
ん
け
い
ね
た
あ
け
く
れ
却
て
我
子
夫
婦
の
昼
は
稼
ぎ
、夜
な


吉
崎
へ
参
詣
す
る
を
嫉
み
、明
暮
さ
ま
た
げ
さ
る
ほ
ど
ぶ
ん
め
い
よ
じ
た
き
げ
う
こ
れ
を
妨
ん
と
す
、
去
程
に
文
明
六
年
三
月
廿
一
日
、
与
三
次
は
他
行
を
よ
め
た
ゞ
ひ
と
り
よ
し
ざ
き
さ
ん
け
い
ろ
う
ば
お
ほ
い
う
ち
よ
ろ
こ
な
し
、
嫁
は
只
一
人
吉
崎
へ
参
詣
な
し
け
れ
ば
、
老
婆
大
に
打
喜
び
、
け
う
じ
せ
つ
と
う
ら
い
ひ
そ
か
う
じ
が
み
ほ
う
の
う
め
ん
ぬ
す
み
い
だ
み
し
ろ
今
日
こ
そ
時
節
到
来
と
窃
に
氏
神
奉
納
の
面
を
盗
出
し
、
身
に
は
白
き
か
た
び
ら
も
の
す
ご
た
に
そ
う
い
ま
お
そ
よ
め
げ
こ
う
ま
ち
う
帷
子
を
ま
と
ひ
、
い
と
物
凄
き
谷
上
に
、
今
や
遅
し
と
嫁
の
下
向
を
待
受
よ
め
つ
ゆ
し
け
う
ご
け
だ
う
あ
い
た
て
ま
つ
ぶ
つ
け
た
り
、
嫁
は
そ
れ
と
も
露
知
ら
ず
、
今
日
も
御
化
導
に
逢
奉
り
、
仏
お
ん
こ
う
た
い
よ
ろ
こ
せ
う
め
う
も
ろ
わ
が
や
か
へ
恩
の
広
大
な
る
こ
と
を
喜
び
、
称
名
諸
と
も
我
家
を
さ
し
て
帰
り
け
れ
ば
、
お
そ
ろ
い
づ
こ
お
ほ
い
を
に
あ
ら
は
そ
れ
を
ん
な
し
ば
ら
あ
ら
恐
し
や
、
何
処
よ
り
か
大
な
る
鬼
顕
れ
い
で
、
夫
な
る
女
、
暫
く
ま
な
ん
ぢ
ら
く
む
ら
よ
じ
に
よ
ぼ
な
ん
ぢ
は
ゝ
こ
と
ば
そ
む
ふ
こ
う
待
て
、
汝
は
十
楽
村
与
三
次
の
女
房
な
ら
ん
、
汝
母
の
言
葉
に
背
く
不
孝
つ
み
の
が
わ
れ
こ
れ
は
く
さ
ん
だ
い
ご
ん
げ
ん
つ
か
ひ
な
ん
ぢ
け
う
の
罪
遁
る
べ
か
ら
ず
、
我
は
是
白
山
大
権
現
の
使
な
り
、
汝
今
日
よ
り
は
ゝ
こ
と
ば
し
た
が
か
い
し
ん
そ
の
つ
み
ゆ
る
も
あ
ら
た
た
ゞ
ひ
と
く
ひ
母
の
言
葉
に
従
ひ
、
改
心
せ
ば
其
罪
免
す
べ
し
、
若
し
改
め
ず
ば
唯
一
喰
を
ど
よ
め
す
こ
お
ど
ろ
け
し
き
く
ら
に
せ
ん
と
威
し
け
れ
は
、
嫁
は
少
し
も
驚
く
景
色
な
く
「
は
ま
ば
は
め
食
く
ら
こ
ん
ご
う
た
り
き
し
ん
し
ゆ
く
ち
ず
さ
は
ゞ
食
へ
金
剛
の
他
力
の
信
は
よ
も
や
は
む
ま
じ
」
と
一
首
を
口
吟
み
け
を
に
い
か
つ
の
ふ
た
ふ
と
い
こ
と
は
も
れ
ば
、
鬼
は
怒
り
の
角
を
振
り
立
て
、
お
の
れ
大
言
を
吐
く
者
ぞ
と
い
ふ
た
に
そ
こ
つ
き
お
と
し
か
よ
め
あ
し
い
た
て
い
た
や
い
な
や
、
谷
底
へ
突
落
せ
り
、
爾
る
に
嫁
は
足
も
傷
ま
ず
手
も
傷
ま
ず
、
あ
し
の
ぼ
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
あ
し
の
ぼ
な
む
あ
み
だ
ぶ
つ
し
ず
し
ず
一
足
上
り
て
は
南
無
阿
弥
陀
仏
、
二
足
上
り
て
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
徐
と
た
に
よ
ぢ
の
ぼ
ろ
う
ば
お
ほ
い
う
ち
お
ど
ろ
い
そ
そ
の
ば
た
ち
さ
ら
谷
を
攀
登
れ
ば
、
老
母
大
に
打
驚
き
、
急
ぎ
其
場
を
立
去
ん
と
す
る
に
、
あ
し
う
ご
め
ん
と
か
く
も
が
け
げ
ん
こ
は
そ
も
い
か
に
足
動
か
ず
面
と
れ
ず
、
兎
や
せ
ん
角
や
と
悶
と
も
、
現
ば
つ
の
が
か
た
つ
い
た
ち
よ
め
わ
が
や
う
ち
も
ど
は
ゝ
罰
遁
れ
難
く
、
遂
に
立
す
く
み
と
な
り
ぬ
、
嫁
は
我
家
に
打
戻
り
、
母
を
よ
い
ら
へ
そ
の
と
き
よ
じ
か
へ
く
だ
ん
お
も
む
も
の
が
た
呼
べ
ど
も
返
辞
な
し
、
其
時
、
与
三
次
帰
り
け
れ
ば
、
件
の
趣
き
物
語
よ
じ
は
や
が
て
ん
ひ
ご
ろ
じ
や
け
ん
は
ゝ
び
と
さ
だ
る
に
、
与
三
次
早
く
も
合
点
し
て
、
日
頃
邪
見
の
母
人
な
れ
ば
、
定
め
て
は
ゝ
し
ょ
ゐ
ふ
う
ふ
も
と
や
ま
ぢ
た
づ
ぬ
あ
ん
た
が
母
の
所
為
な
ら
ん
と
て
、
夫
婦
も
ろ
と
も
元
の
山
路
を
尋
れ
ば
、
案
に
違
は
ゝ
お
や
い
か
は
せ
よ
ろ
う
ば
か
な
は
づ
わ
ず
母
親
な
り
、
こ
れ
は
如
何
に
と
馳
寄
れ
ば
、
老
婆
は
悲
し
さ
恥
か
し
い
ま
さ
ら
な
ん
こ
と
ば
だ
い
お
ん
あ
げ
な
き
さ
け
こ
れ
よ
じ
い
か
が
さ
、
今
更
何
と
言
葉
も
な
く
、
大
音
揚
て
泣
叫
び
、
是
与
三
次
如
何
せ
ん
く
ど
よ
じ
い
よ
し
ざ
き
ま
い
せ
う
に
ん
ご
け
ど
う
と
か
き
口
説
け
ば
、
与
三
次
云
へ
る
や
う
、
吉
崎
へ
参
り
上
人
の
御
化
導
あ
た
て
ま
つ
こ
の
め
ん
は
ゝ
て
と
に
逢
ひ
奉
ら
は
、
此
面
の
と
れ
る
こ
と
も
あ
ら
ん
か
と
、
母
が
手
を
取
り
ひ
あ
し
て
じ
ゆ
う
う
ご
ふ
う
ふ
こ
と
さ
ら
う
ち
お
ど
ろ
こ
れ
ま
つ
た
引
け
れ
は
、
足
手
も
自
由
に
動
く
に
ぞ
、
夫
婦
殊
更
打
驚
き
、
是
全
く
に
よ
ら
い
せ
う
に
ん
お
ひ
き
だ
て
お
や
こ
も
ろ
と
も
う
ち
つ
れ
よ
し
ざ
き
ま
ふ
如
来
聖
人
の
御
引
立
な
ら
ん
と
、
そ
れ
よ
り
親
子
諸
共
打
連
て
吉
崎
に
詣
せ
う
に
ん
お
ん
ま
へ
ひ
ざ
ま
づ
ざ
い
ご
う
じ
ん
じ
う
い
た
づ
も
の
た
す
い
は
れ
で
ゝ
、
上
人
の
御
前
に
跪
き
、
か
ゝ
る
罪
業
深
重
の
徒
ら
者
が
助
か
る
謂
あ
お
し
た
ま
な
み
だ
と
も
ね
が
ひ
せ
う
に
ん
と
も
お
ん
な
み
だ
の
有
る
な
ら
ば
教
へ
給
へ
と
、
涙
と
共
に
願
け
れ
ば
、
上
人
も
共
に
御
涙
む
せ
こ
れ
ば
ゞ
あ
ん
な
ん
ぢ
を
に
や
う
あ
く
に
ん
に
咽
ば
せ
ら
れ
、
是
婆
よ
、
案
ず
る
な
、
汝
が
ご
と
き
鬼
の
様
な
る
悪
人
み
す
て
た
ま
み
だ
ほ
ん
ぐ
わ
ん
ね
ん
ご
ご
け
ふ
か
を
も
見
捨
給
は
ぬ
弥
陀
の
本
願
な
り
と
、
懇
ろ
に
御
教
化
ま
し
ま
せ
ば
、
し
ゆ
く
ぜ
ん
か
い
ほ
つ
と
き
い
た
ろ
う
ば
お
ほ
い
ぜ
ん
ぴ
く
ふ
か
ざ
ん
げ
宿
善
開
発
の
時
至
り
し
に
や
、
老
婆
大
に
前
非
を
悔
ひ
、
深
く
懺
悔
の
て
い
ふ
し
ぎ
か
な
い
ま
ま
で
つ
き
を
に
め
ん
た
ち
ど
こ
ろ
お
は
な
体
な
る
に
、
不
思
議
な
る
哉
、
今
迄
附
着
し
鬼
の
面
、
立
処
に
落
ち
離
さ
な
が
ら
ゆ
め
さ
め
ご
と
さ
せ
う
に
ん
ま
つ
せ
し
ゆ
ぜ
う
み
れ
、
宛
然
夢
の
覚
た
る
如
く
な
り
、
去
れ
ば
上
人
末
生
の
衆
生
の
見
せ
し
め
ん
お
て
も
と
の
こ
し
た
か
い
き
け
う
も
ん
ぼ
う
く
だ
た
ま
め
に
と
、
面
は
御
手
許
へ
残
さ
せ
ら
れ
、
親
し
く
開
基
慶
聞

に
下
し
賜
と
こ
ろ
め
ん
お
の
お
の
ふ
し
ぎ
お
ん
い
は
き
く
み
ふ
処
の
面
な
れ
ば
、
各
々
か
ゝ
る
不
思
議
の
御
謂
れ
を
聞
に
つ
け
見
る
に
わ
が
み
う
へ
い
ま
し
あ
ふ
し
ん
つ
け
、
我
身
の
上
の
誡
め
ぞ
と
仰
ぐ
べ
し
信
ず
べ
し
、
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
と
『
嫁
威
谷
物
語
』
と
を
比
較
す
る
と
、
相
違
点
と
し
て
次
の
七
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
ア
）
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
で
は
「
与
三
次
」
夫
婦
は
「
十
楽
村
の
農
民
」
―１３―
で
あ
る
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
与
惣
治
」
夫
婦
は
「
二
の
股
」
の
「
百
姓
」
で
あ
る
。
（
イ
）
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
で
は
「
与
三
次
」
の
妻
は
「
清
」
で
あ
る
が
、
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
与
惣
治
」
の
妻
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
（
ウ
）
老
婆
が
嫁
を
威
す
年
月
日
が
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
で
は
「
文
明
六
年
三
月
廿
一
日
」
で
あ
る
が
、『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
「
文
明
四
年
二
月
廿
日
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
エ
）
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
で
は
、
老
母
は
鬼
面
を
付
け
て
嫁
を
威
す
こ
く
ら
く
ら
こ
ん
ご
う
と
に
成
功
す
る
が
、
嫁
は
気
丈
に
も
「
は
ま
ば
は
め
食
は
ゞ
食
へ
金
剛
た
り
き
し
ん
の
他
力
の
信
は
よ
も
や
は
む
ま
じ
」
の
一
首
を
歌
い
上
げ
、
更
に
嫁
は
老
婆
に
谷
底
に
突
き
落
と
さ
れ
て
も
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
谷
を
攀
じ
上
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、
老
母
は
白
帷
子
の
裾
が
藪
の
荊
に
引
っ
か
か
っ
て
嫁
を
威
す
こ
と
に
失
敗
し
、
嫁
は
老
母
の
奸
計
を
知
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
無
事
に
帰
宅
す
る
。
（
オ
）
「
嫁
威
肉
附
面
の
由
来
」
で
は
、
帰
宅
し
た
「
与
三
次
」
は
、
老
母
が
「
日
頃
邪
見
の
母
人
」
で
あ
っ
た
の
で
、
嫁
を
威
か
し
た
鬼
女
は
老
母
に
相
違
な
い
と
合
点
し
、
老
母
を
探
し
に
行
く
。
一
方
の
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、「
与
惣
治
」
夫
婦
は
、
一
人
で
吉
崎
か
ら
の
夜
道
を
帰
る
嫁
を
心
配
し
た
老
母
が
嫁
を
迎
え
に
吉
崎
へ
の
道
を
向
か
っ
た
と
考
え
て
、
老
母
を
探
し
に
行
く
。
（
カ
）
「
嫁
威
附
面
の
由
来
」
は
、
老
母
の
顔
か
ら
外
れ
た
鬼
面
が
蓮
如
か
ら
西
念
寺
開
基
慶
聞
房
に
下
賜
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
一
話
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
嫁
威
谷
物
語
』
で
は
、
鬼
面
が
外
れ
た
後
の
「
与
惣
治
」
一
家
の
信
仰
生
活
と
そ
の
繁
栄
を
述
べ
、
こ
の
一
件
が
「
嫁
威
谷
」
の
由
来
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
鬼
面
が
今
も
吉
崎
に
あ
る
こ
と
を
記
し
て
、
一
話
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
右
の
七
つ
の
相
違
点
か
ら
考
え
る
と
、『
嫁
威
谷
物
語
』
と
「
嫁
脅
肉
附
面
の
由
来
」
と
の
間
に
直
接
の
影
響
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
〔
付
記
〕
本
稿
執
筆
に
際
し
て
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
と
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
の
閲
覧
並
び
に
本
稿
へ
の
引
用
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
福
井
大
学
総
合
図
書
館
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
拙
論
「『
嫁
威
谷
物
語
』
の
諸
本
と
作
者
に
関
す
る
考
察
」（
本
誌
前
号
）
に
「『
嫁
威
谷
物
語
』
の
弘
化
四
年
版
は
、
そ
の
翌
年
に
厳
修
さ
れ
る
蓮
如
上
人
二
百
五
十
回
忌
大
遠
忌
法
要
に
当
て
込
ん
で
企
画
・
出
版
さ
れ
た
本
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。」（
二
ペ
ー
ジ
下
段
）
並
び
に
「
ゆ
え
に
、
江
戸
末
期
の
嘉
永
元
年
前
後
に
東
西
本
願
寺
を
中
心
に
行
わ
れ
た
蓮
如
上
人
二
百
五
十
回
忌
の
大
法
要
も
、
仏
光
寺
で
は
勤
め
ら
れ
て
い
な
い
。」（
十
三
ペ
ー
ジ
下
段
）
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
筆
者
の
誤
認
に
基
づ
く
記
述
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
こ
の
二
箇
所
の
削
除
を
お
願
い
す
る
。
た
だ
し
、
信
暁
が
蓮
如
に
敬
慕
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、『
嫁
威
谷
物
語
』
は
信
暁
の
蓮
如
へ
の
敬
慕
の
念
が
基
と
な
っ
て
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
変
更
は
な
い
。
―１４―
